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論

説
ト

タ

ー

レ

●

ヒ

ラ

ン

ツ
続

考

ー

盗

金
運
用
表
本
質
考
i
ー

第
;
早

問
題
の
所
在

菅

沼

康

二

第
二
章

資
金
運
用
表
本
質
考

第

三
章

他

の
ビ

一フ
ン
ツ
と

の
同
質
性

ー

宇

レ

・
ビ

ラ

ン
ツ
再

章

第
四
章

問
題
の
提
起

第

]
章

問
題
の
所
在

「主
要
筍

務
襲

は
貸
借
対
昭
…表
お
よ
び
損
益
計
讐

で
郵

、
或
い
は

塞

本
的
な
会
計
襲

は
貸
借
対
照
表
と
損
益
計
讐

と

で
あ
る
」
と
、
量
ロわ
れ
て
久
し
い
.
貸
借
対
昭
養

び
損
益
計
算
書
の
二
つ
を
以
て
主
要
な
財
務
襲

で
あ
る
と
き
畢

は
・
こ
れ
ら
二

鍼

外
に
も
霧

(諸
)
表
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ

つ
り
)
は
主
要
な
ら
ざ
る
霧

(諸
)
表
で
あ
る
と
述
べ
る
難

「対
当
」
の
関
係
に

あ

る
。

さ

れ
ば

何
故

、

▼」
れ
・り
二

つ
を

以

っ
て
主
要

な
財

務

諸
表

で
あ

る
と
あ

え

て
言

う

か
・

先
ず
、
如
何
な
る
意
味

に
於

い
て
主
要
な
る
の
か
.
響

は
か

つ
て
、
霧

に
よ

っ
て
分

け

て
作
成
さ
れ

て
い
る
貸
借
対

昭
{表
と
損
益

計
墓

尉
と
を
、
両
者
を
同
権

か

つ
等
し
-
不
可
欠
と
認
識

・
把
握
し

て
い
る
L
と

い
う

ル

●
字

ト
ル
(}Φ
。
ξ

ぎ

の
ト
宇

レ

●
ビ
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ラ

ン
ツ
論

(冒
①
ε
蚤

冨
冨
N
塁

に
暫

で

貸
借
対

照
脊

的
、
損
益
計
算
翌
目
禺

及
び
そ
れ
・り
を
統

τ

て
い
る
唯

;

の
目
的

　　

　

を
聞

明

せ

ん
と
試

み

て
き

た
。

そ

の
箪

・

明

ら

か

に
な

っ
た
と
考

え

て

い
る
姿

は
、

「
ル

・
ー

ト

ル

の
ξ

つ
}」
れ

・り
個

別

ビ

一フ
ン

ツ
の
集

A
ロ
概

念

で
あ

る

ト
タ

ー

レ

.
ビ

ラ

ン
ツ
の
禺

L

が
・

調

芒

て
い
る
貨
箸

本

の
名

暴

で
の
維

持

に
あ

る
L

と

い
・つ
事

で
あ

り
、

「個

々

の
ビ

一フ
ン

ツ
は

}」

の
共

通
目

的

蓬

成

す

べ
く
・

そ
れ

ぞ

れ
が

固
有

の
役

割

を
盆

し
、

各

々

の
禺

を
護

す

る
事

を

以

て

}、
の
共

通
漏

、

即

ち
個

々

の

ビ

ラ

ン

ツ
の
筥

的

の
上

に
位

置
す

る

;

の
上

倍

的

蓬

成

せ

ん
と
協

同

し

て

い
る

の
で
あ

る
L

と

い
.つ
姿

で
あ

る
.

}」
}」
で
ゴ
一口

う
個

々

の
ビ

ラ

ン

ツ
が
貸

借

対

照
表

と
損

益

計
審

と

で
あ

り

、

そ
れ

ら

が

客

個

々

の
ビ

一フ
ン
ツ
の
個

別
目

的
L

で
あ

る

蚕

借
対

昭
荊

脊

的

と
損
益

計

塞

目

的

と
を

統

合

し

て

い
る
上
位

昌

L

に

「等

し

い
嬉

で
奉

仕

し

て

い
る

の

で
あ

る
」

と
結

語

し
得

る

の
で
あ

(罷
・

従

っ
て
本

稿

で

言
三

嚢

な
L

と

は
、

貸
借

対

照
表

と
損

益
輩

慧
目と

を
供

に
等

し
-

必
要

と
す

る
上

位

目
的
、

即

ち

お

そ
.り
く

は
企
業
会
計
昌

・

の
護

の
手
段
と
し

て
の
財
務
襲

と
し

て
、
先
ず
第

義

的
な
財
務
諸
表

で
あ

る
と

い
.つ
血日墜

あ
る
.

で
は
・
そ
れ

ぞ
れ

の
個

別

目
的

と

は
如

何

な

る
も

の

で
あ

る

の
か
.
薯

が

ル

・
ー

ト

ル
に
就

い

て
導
出

し
た
繁

珊
は
、
「
貸

借

対
昭
{

表
が
分
配
可
能

(資
本
莉

益
の
計
算
と
い
う
目
的
を
持

つ
集

葉

日
で
あ
り
、
損
益
董

日が
費
消
堰

剰
余

(資
本
莉

益
の
計
算

と
い
う
目
的
を
持

つ
資
本
計
算
裂

節

ち

「貸
借
対
照
表
は
分
配
可
能

(資
本
)
利
益
と
い
・つ
礪

利
益
を
算
出
し
、
損
益
計
算
鈷
.

は
費
消
壊

剰
余

(資
本
)
利
益
と

い
う
年
次
利
益

(期
間
利
益
)
を
算
出
す

る
」
と

い
・つ
も

の
で
あ

っ
た
.

'

こ
こ
で
嚢

な
財
務
襲

の

一
撃

担

っ
て
い
る
貸
借
対
照
表
は
、
コ

定
時
占
…
に
於
け
る
分
配
し
得
る
総

て
、
即
ち
最
高
限
度
L
を
計

算

表

示

し
て
い
る
と
蟹

舞

そ

の
意
味
は

「
そ
れ
が
総

て
分
配
さ
れ
た
と
し

て
も
資
本
維
持
と

い
.つ
日
的

は
護

さ
れ
得
る
」
と

い
う
事

で
舞

加
え

て
・
嚢

な
財
務
襲

の
他

の

芳

の

翼

を
担

.
て
い
る
損
益
計
算
老
臼
に
於

い
て
計
算

.
表
示

さ
れ
る

「
各
年

度

に
於

い
て
獲
得

さ
れ
た
増
加
分
」
が
利
益
と
し

て
分
配
さ
れ
る
な
ら
、
「
よ
り
強
固

に
資
本
維
持
と

い
.つ
昌

は
護

さ
れ
得

る
事
と
な
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ゆ
　
る
L
。
即
ち
、
損
益
計
纂

日
は
、
蚕

借
対
照
表

に
よ

.
て
計
算

さ
れ
る
最
高
限
度

と
し

て
の
分
配
可
能
利
益

に
対
し

て
内

々
に
簑

嵌
め

る
」

と

い
う
役
割

を
担

っ
て
い
る

の

で
み

罷
。

既
述

の
様

に
、

貸
借

対

照
表

と
損

益

計

纂

口
と

の
集
合

概

念

で
あ

る

ト
字

レ

・
ビ

ラ

ン

ツ
の
目
的

・

即

ち
個

々

の
ビ

ラ

ン

ツ
の
目
的

を
統

A
口
し

て
い
る
L

位

目
的

が

「
調

達

し

て
い
る
幕

資

本

の
名

目
額

に
於

け

る
維

持
」

に
あ

る
と

い
う

事

は
・

ル

.
ク

喜

ト

ル
を
議

と
し
、
上
口
巖

教
授

に
就

い
て
導
出

し
繕

論

で
裁

.
尤
も

こ
の
結
論
は
・
先

に
吉

田
教
授
も
矯

し

て
い
る
撫

ル

.
ク
ー
ト
ル

袴

獄

鐸
議

騨
鐸
む鞘携

鰍
擁
籔

蘇
握
肘峯

鷲

景

借
対
照
表
が
分
配
し
得

る
大
枠
を
計
算

.
表
示
し
、
損
益
計
讐

が
そ
れ

量

に
タ
ガ
を
は
め
る
事

に
よ

っ
て
・
当
該
目
的
を
護

す
る

目

的

・
手

段

の
体

系

で
あ

る
と

し

て
捉

え

る
事

が

で
き
(翻
。

ワ」
Ψ」
で
は
、

そ

の
計

讐

れ

る
結

果

は
、
小

さ

け
れ

ば
小

さ

い
程

、
当

該

資
本

維

持

と

い
う
当

初

の
目

的

は
達
成

せ
ら
れ

て
い
る
筈

で

あ

る
。
と
、
す

れ

ば

、
}」
の
狭

化

過
程

は
何

も
損
益

計

算
書

を

以

て
打

ち
切

、り
れ

ね
ば

な

ら

な

い
論

理

必
然

性

は
存
在

し

な

い
筈

で
あ

る
・

即
ち
、
貸
借
対
照
表
と
損
益
計
纂

口
と

の
組

み
A
口
わ
せ
に
よ

。
て
当
該
資
本
維
持

と

い
う
目
的

に
適
合
し
た
配
当
可
能
利
益

は
計
算

さ
れ

て
い
る
と
し
て
も
、
し
か
し
実
際

に
は
配
当
不
能
な
金
額
を
も
含

ん
で
い
る
事

は
可
能

で
麺

・

で
は
実
際

に
配
当
し
得

る
利
益

の
計
算

を

司

っ
て

い
る
も

の
は

一
体

何

で
あ

る

の
か
。

か

つ
て
ゾ

ン
バ
(勘

ト
は
、
複
式
簿
記

の
導
入

に
よ

.
て
近
袋

本
嚢

、
就
中
、
企
業
、
即
ち
所
謂
、
店
と
奥
と

の
区
別
が
成
ど

得

た
と
述

べ
て
い
る
が
、
斯
く
あ
る
中

で
実
際

に
配
当

罷

な
金
額

の
算
出

の
み
、
企
業
家

の
勘

に
よ
る
以
外
・
方
策
な
し
と
は
考
え
ら
れ

ぬ
。

で
は
何
故

に
斯

く

の
如

く

見

え

る

の
か
。
蓋

し

こ

の
場

合

、

そ

の
判

断

の
材

料

が
外

部

に
公
表

さ

れ

る
様

な
・
所

珊粥
・

公

表
財

務
諸

表

で

は
な

く
、

優

れ

て
内

部
的

な

る
財

務

表

で
あ

る
か

ら

で

は
な

い

の
か
。
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係

る
意
味

に
於

い
て
・
本
稿

で
は
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書

に
続

く
第
三

の
財
務
襲

と
し
て
資
金
運
用
表
を
取
り
上
げ

て
、
そ

れ
が
前
述

の
如
き
財
務
表
た
る
や
否
や
を
考
究

し
て
ゆ
く
事
と
す

る
。

所
謂
・
主
要
な
財
務
襲

に
資
金
運
用
表
を
加
え
よ
・つ
と

い
う
研
究

に
は
、
染
谷
恭
次
郎
教
授

の

「
財
務
襲

三
本
化

の
理
論
」
と
題

　
の
　

さ
れ

て
纏

め

ら

れ

て

い
る

一
連

の
研
究

が
あ

る
。

染
谷
教
授

の
こ
の
研
究

は
・
現

行

の
財
務
会
計
制
度

の
改
善
を
は
か

る
目
的
を
も

.
て
、
読
ま
れ
る
べ
き
も

の
で
あ

る
L
と

の
発
言
か

髄
欝

難
鱒

諺
麟

.鑑
藩

韓
饗
雛
麟
一馨

と
し

て
論
を
進
め
様

と

い
う
訳

で
は
な
い
。

ま
た
筆
者

は
・
本
稿

に
於

い
て
は
企
業

の
内
部

に
於
け
る
財
務
表
と
し

て
資
金
運
用
表
を
取

り
上
げ
様
と
す
る
の
で
あ
る
か
.り
、

}」
▼」

で
は
経
営
経
済
的
側
面

の
み
を
取
扱
う
事
と
し
、
所
謂
、
制
度
会
計
、
正
確

に
表
現
す
れ
ば
お
そ
・り
く
は
法
制
度
会
計
的
側
面

に
関
し

て

は
割
愛

す
る
・
即
ち
・
染
谷
教
授

は

「
資
金
運
用
表

は
単

に
企
業
経
薯

が
自

り
の
経
営
資
料
と
す
る
に
と
ど
ま
、り
ず
」
と
述

べ
て
い
る

塑

筆
者

は
そ
こ
に
留
ま
る
事
と
す
る
。

(
1

)

U
き

圃①
一ω
.
ζ

・
算

閃
ヨ

四
コ
o
一
巴

曽

讐

Φ
ヨ

Φ
ロ
貫

O
竃

。
餌
oq
o

一
九

二
.九

年

、

二

頁

。

(2
)

∪
き

鍔

轟

}

き

.霧

薯

ヨ
豊

ω
閃
§

巨

。
・
幕

三

℃
・
葺

壽

・編

〉
・
・。
じ
コ
け曽
コ
蓬

餌
口
α
σ
。
。
豊

①
毛

照
。
『
貯

充

五

三

年

第

一、
一版

)
、

一
、
.頁

。

(
3
)

そ

の
証
左
と
し

三

例

の
み
。
。
岱
三
号

ζ
.
じd
.象

§

g
鋤
套

器

ヨ
Φ
コ
戸ω

(
前
掲
)
、
三
頁
。

(
4
)

近

藤
洋
逸

・
好

並
英
司
、

論
理
学

入
門
、
岩
波

書
店

冗

八
七
年

二

刷

、
九
六
頁

以
下

参
照
。

(
5
;

。
。
三
『
ρ

多

ぎ

芭

Φ
。-
雪

(。-
・
長

繍

ピ
婁

・
§

ω
百

暮

霧

・
ゴ
Φ
コ
カ
Φ
・
7
ニ
コ
…
。
乏
①
・自
①
口
ω
・
ω
け
ロ
#
・q
餌
三

九
五
七
年

第

二
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版
、
第
四
巻

二
五
五
五
-
二
六
〇
四
頁
)
。

器

鐸

鍔

昌

　
影

働
韓
鞍

灘

響

輸
究
弧柵集

(神
奈
川
大
学
)
第
+
二
、写

一九
八
九
年
)、
一・東

(
8
)

菅

沼
康

二
、

ト
字

レ

・
ビ

ラ
ン

ツ
の
本
質

(
前
掲
×

ヒ
六
頁

・

(
9
)

菅

沼
康

二
、

ト

タ

ー

レ

・
ビ

ラ

ン

ツ

の
本

質

(前

掲

)
、

七

二
頁

。

(
10

)

菅

沼

康

二

、

ト

タ

ー

レ

・
ビ

ラ

ン

ツ
の
本

質

(
前

掲

)
、

四
ヒ

頁

。

(
11
)

同

。

(
12
)

同

。

(
13
)

菅

沼

康

二
、

ト

タ

ー

レ

・
ビ

ラ

ン

ツ
の
本

質

(
前

掲

)
、

四
七

.
四

八

頁

。

(
14
)

菅

沼

康

二
、

ト

タ

ー

レ

・
ビ

ラ

ン

ツ

の
本

質

(前

掲

)
、

四

八

頁

。

(焉
)

菅
沼
康
二
、
ト
タ
ー
レ

・
ビ
一フ
ン
ツ
の
本
質

前
掲
)
、
八
・
頁
。
婆

毎

塁

ぎ

昌

⇔
罠

Φ邑

鼻

邑

ρ
穿

§

山
蔓

。
串

一Φ
ゴ
「
ρ

♂
く
O
開
Φ
訂
σ
¢
洋

免

冗

四
九
年

第
四
版
、
笙

巻
、
二

.

.
干

責

。
夏

・
三
「ρ
≦
`
∪
塁

豊

の§

畢

ー

h霧

¢
曼

Φ
モ

§

す

(
(器

二
九
こ
葦

第
四
巻

)
七
三

・
七
三
右
頁
及
び
吉
田

威
、
損
益
計
算

の
二
元
性

(前
掲

16
)

吉
田

威
、
損
益
計
算

の
二
元
性

(前
掲
)
、
三
〇
頁
。

)、

一
。
山.
.
一
。
七
耳

(
17
)

菅

沼

康

二

、

ト

タ

ー

レ

・
ビ

ラ

ン

ツ

の
本

質

(前

掲

)
、

八

一
頁

。

(
18
)

菅

沼

康

二
、

ト

タ

ー

レ

・
ビ

ラ

ン

ツ
の
本

質

(
前

掲

)
、

八

二

頁

。

(
91
)

士
口
田

威
、
評
価
論

の
本
質

商
経
嚢

(神
奈
川
大
)

篁

・
秦

四
号

一
九
七
七
年
)
・
七

・
五

責

・

」鋸
響
糠
磯
難
蕪
蕪
羅
識
難
隷繊

一⑩
σ
Φ
コ
。a
〈
。
コ
ω
Φ
帥コ
①
口

〉
ご
h位
コ
αq
Φ
ロ
⊆
の
N
¢
門
o
Φ
σq
窪

蓄

昇

N
墓

羅

「
詔

』

鋤
。。
2

さ

量

。。
g

≦

塁

。
g

h
巨

①
g

三

ヨ

N
Φ
ぱ
鋤
箒

「

α
Φ
。。

閃
三

7

閃
釣
も
障
鋤
雪

螺
ρ
国
門
ω
仲Φ
同
団
餌
陶σ
σ
釦
訂
に
羅
帥
コ
・
7
Φ
コ
急

喜

N
話

元

二
八
年

、

二

〇
頁

以
下
・
特

に

二

八
～

三

五
頁
・
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染

谷
恭
次
郎

、
財

務
諸
表

一..本
化

の
理
論

、
国

元
書

房

昭
和

五
八
年
、
序

...頁
。

染

谷
恭

次
郎
、

財
務
諸
表

.、.本
化

の
理
論

(
前
掲
)
、

序

一
頁
。

山
下
勝
治
・

ド
ィ

ッ
會

計
學

理
論

、
巖
松

堂

昭
和

冗

年
、

五

.
一
、四
頁

等
。

染
谷
恭

次
郎
、
財

務
諸
表

一..本
化

の
理
論

(前
掲

)
、

一
.
、七
頁

。

染

谷
恭
次
郎

、
財
務
諸

表
、..本
化

の
理
論

(
前
掲
)
、

一
二
九

頁
。

染

谷
恭
次
郎
、
財

務
諸
表

、∴
本

化

の
理
論

(前
掲

)
、

一
二
八
頁
。

第
二
章

資
金
運
用
表
本
質
考

　
ユ

　

資
金
運
用
表

は
・

わ
が
国

に
於

い
て
は
所
謂
、
公
表
財
務
諸
表

と
し

て
は
規
定
さ
れ

て
い
な
い
が
故
か
、

そ
の
名
称
も
様
々
で
あ
る
.

そ
れ
ら

は

「
実
質

的

に
異

な

る
も

の
で

籔

酵

、
と
言

わ
れ

る
.
そ
れ

は
本
来

的

に

は
確

か

め
・り
れ

ね
ば

な

.b
な

い
事

で
あ

る
が

、
}」
▼し

で
は
製

す

る
・
従

っ
て
資
金

運

用
表

そ
れ
自
体

を

確
定

す

る
必
要

性

が
、
論

を
進

め

る

に
あ

た
り
存

す

る
。

わ
が
国

に
於

い
て
は
資
金
運
用
表
は
所
謂
・
制
度
会
計

に
組

み
入
れ
ら
れ

て
い
な

い
が
、
諸
外
国

に
於

い
て
は
制
度
会
計

に
於

け
る
公

講
儲銃
』配
錘
盛
羅
鷺
掲畿
到
嚢
鶴

魏
葬
爵
…馨
器.霧
馨

。
霧

巴

に
資
金
計
画
書
が
規
定

さ
れ
て
い
る
と

馳

。

し
か
し
な
が
ら

こ
れ
ら
諸
外
国

に
於
け
る
制
度
会
計
上

の
資
金
運
用
表

の
本
質

を
閲
明

に
す
る
事
が
課
題

で
あ
る
訳

で
は
な
い
.
ル

・
ク
ー

ル
は
、
「
稽

対

照
表

及
び
損
益
計
墓

日
が
経
営
経
済
的
観
占
州に
於

い
て
如

何

に
作
成

さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
問
題

の
躾

は
、
商
法
上

の
蕩

か
ら
は
罷

で
は
な

い
」
と
述

べ
て
い
る
が
、
同
様

の
事

が
資
金
運

　
ら

　

用
表

に
も
言

い
得

る
。

吉
田
威
教
授

に
よ
れ
ば
・
「
会
計
上

の
藏

念

の
本
質
解
明

に
と

.
て
は
、
決
算
表
上

の
数
値
が
ほ
と
ん
ど
墜

の
手
懸
か
り
で
あ
る
」
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第1表

額

1,277,229

6,800,000

10s,714

521,410

表

前 期
差

1,975,023

9,goo,000

4,377,407

3,200,5?1 2,3Q4,21fi

417,473

1
1
184,932

20,000

3,144,000

751,931

400,000

1,715.533

38,400

1,$39,800

50,000

=Ll型1塗垂巫9」

里里璽判
8,144,000

1,568,851

3,000,000

45,aaa

398,900

i,000,000

4,484,616

18,fi41,3fi7

 

期

項

s97,794

3,000,000

4,377,407

5,504,787

310,759

184,932

x,318,390

50,000

1,37$,500

6,822569

5,000000

SZfi,920

3,400,440

45,000

360,500

1,000,000

6,200,149

16,822,569

金

金

物

具

品

地

権

権

金

搬

備

用

入

敷

預

収

運

利

加

昔

金

面

器

設

話

除
二
勃副

 

貸

現

未

建

躯

L

h

施

電

保

訟h一

 

金

金

用

金

等

金

益

入

費

踊

鯛

借

払

り

本

処

ー

払

法

未

期

払

期

短

未

未

預

未

資

当

(
6

)

と

い
う
。

そ
し

て

「
現
実

の
決
算
表

に
記
載
さ
れ

て

い
る
各
項
目
を
確
定
す

る
手
続

と
は
、
実
際

に
そ

の

項
目
を
把
握
す
る
為

に
採
用
さ
れ
た
会
計
上

の
計
算

手
続
を
措

い
て
他

に
は
な

い
」
と
も
述

べ
て
臥
観
。

作
成
法
を
あ
え
て
採

り
上
げ

る
所
以

で
あ

る
。
尚
、

本
稿

で
は
、

そ
の
作
成
過
程
を
も

一
覧
可
能

で
あ
る

と

い
う
便
宜
上

の
利
点
を
も
ふ
ま
え
、
精
算
表
形
式

　
　

　

に
の
み
着
目
す

る
事
と
す
る
。

資
金
運
用
表
は

「
未
だ
発
展
過
程

に
あ
り
」
、
「
書

式
お
よ
び
内
容

に
関
し

て
標
準
化

さ
れ

て
い
な
い
」

　
　

　

と
言
わ
れ
る
が
、
「
そ
の
源
泉

は
、
比
較
貸
借
対
照
表

項
目

の
間

の
差
額
」

に
あ
る
と
さ
襲

・
従

っ
て
先

ず
、
必
要

と
さ
れ
る
財
務
諸
表

は
、
前
期
末

の
貸
借

対
照
表
及
び
当
期
末

の
貸
借
対
照
表

で
あ
る
。
そ
れ

ら
を
用
い
て
比
較
貸
借
対
照
表

を
作
成
す
れ
ば
第
1

　
ロ

　

表

の
通
り
。

こ
の
比
較
貸
借
対

照
表

の
み
を
以

て
も
資
金
運
用

(
12

)

表

は
作
成
可
能

で
は
あ

る
が
、

こ
こ
で
は
利
用
可
能
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第2表

額

一

劃 差

 

諸

1

/
4,377,407

2,304,21fi1

184,932

1,277,229

6,soo,000

10fi,714

521,410

3,144,000

751,931

400,000

20,000

38,400

¶

当 期 前 期

697,794 1,975.03

3,000,000 9soo,aoo

4,377,407

5,504,787
l

i3,goo・571i

310,759

184,932

1,318,390

1417,473/1!l

i1,839,8・ ・11

50,000

!1,378,500

5a,000

1,358,500

'
,16,822,569

118・ 隻4L3馴
i

5,000,000 8,144.0001

$16,920

3,400,000

×5,000i

360,500

11,568,851[

3,。 。。,。 。。li

l45,。 。。!

l

l398,900iI・1

1715,533

54,850,650

562,689

1,000・0001

4・4雛

18,641

1
54,850,fi50

562,89

00

49

3,209,250

50,445,952

3,209,250

50,445,952

zs,slo26,610

 

P

翼

=

項 目

貸 借 対 照 表

現 金 預4

未 収z

　
　

搬

登具

運

器

両

具

用

入

敷

禾

力

金

設

話

証

1! b,'LUU,1

6,822,569

短 期 借 入 金

未 払 金

未 払 費 用

預 り 金

未 払 法 人 税 等

資 本 金

当 期 未 処 分 利 益

一書
∵
尚

高

価

費

入

料

益

等

益

算計益損

売 上

主たる営業外の売上

売 上 原

販売費及び一般管理

雑 収

支 払 利 息 割 引

固 定 資 産 売 却

法 人 税

当 期 利

利 息 割 引 料 2s9,720 269,720

資 産 売 却 益 561,006
i

561,006

人 税 等 360.00 360,500

期 利 益 1,715,5331i1,X5,533
___一 皿_一一}凹 層一 一

56,000,95556,000,955
一 一一==_

処 分 計 算 書
一 一

1

未 処 分 利 益 金1 j4,484,616 4,484.66

4,484,616 一4
71:鋤 コ1巫

未処分利益金ll
4.4$4.66 4,484,filfi

l

_　 皿}一 一 一 　一

益

期

越

利

当

繰
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な
公
表
財
務
襲

は
、

そ
の
総

て
を
用

い
て
資
蓬

用
表
を
作
成
す

る
も

の
と
し
よ
う
。
従

っ
て
次

に
必
要
と
さ
れ
る
財
務
襲

は
・
当

期

の
損
益
計
塁

臼
及
び
前
期

の
利
益
処
分
計
讐

で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
比
較
貸
借
対
照
表

に
続
け

て
記
載
す
れ
ば
・
第

2
表

の
通
り
・

ワ、
}、
で
は
二

つ
の
貸
借
対
照
表
以
外

の
譲

に
関
し

て
は
、
差
額
欄

に
記
載
す

る
方
法

に
よ
ら
ず
遍

・
先
ず
篁

欄

に
各
財
務
襲

の
数
値
を
記
載
し
、
第

禰

笙

桁
か
・り
第

禰

第
二
桁
を
差
し
引

い
て
そ
の
結
果
を
差
額
欄

に
記
入
す
る
方
法

に
よ

つ
(妃
・

}、
れ

に
よ
り
差
額
欄

は
差
額

の
み
に
て
統

τ

得

る

の
で
あ

る
が
、
例

え
ば
篁

欄
篁

桁

の
方
が
第

二
桁

よ
り
も
大
き

い
と
す

れ

ば
、
貸
借
対
照
表
貸
方
部
分

の
み
、

そ
の
差
額

は
差
矯

の
貸
方

に
出

る
事

と
な

る
が
、

そ
の
他

の
部
分

で
は
義

欄

の
借
方

に
出

る
・

こ
れ

で
は
減
算

に

二

つ
の
規

則

が
あ

る
事

に
な

る
。

▼、
の
不
斉

罹

は
、
比
較
貸
借
対
照
表
部
分

の
作
成

に
当
た
り
、
そ

の
他

の
財
務
襲

の
記
載

に
際
し

て
は
貸
借
が
左
右
に
分
け
ら
れ

て
い
る
の
に
対
し

て
、
貸
借
対

照
表

の
鰻

に
際
し

て
は
貸
借
が
上
下

に
分
け
・り
れ

て
い
る
事

に
よ
る
・
と
す
れ
ば
本
来
的

に
は
第
3
表

の
様

な
体

裁
を

持

つ
筈

で
あ

る
。

こ

の
第

3
表

に
於

い

て
は
、
第

一
欄

は
四
桁

と

な

り
、
差

額

算
出

の
原

理

は
、

(
藤
ー

離

ー
藤
ロ

芯
)

1

(
臓
国
叢

ー
部

旧
苛

)

と
し

て
定

式

化
す

る
事

が

で
き

る
。

Ψし
の
場

A
口
、

差
額

欄

に
於

い

て
は
、

差
引

計
算

の
結

果

が

正
な

ら

ば
借
方

・

負

な
ら

ば
貸
方

に
記
載

さ
れ
る
事

に
於

い
て
統

一
さ
れ

る
。
ま
た
第

禰

の
下
位
表
題

で
あ

る

「
当
期
」
及
び

「
前
期
」

は
・
従
前

は
貸
借
対
照
表

に
関
し

て
の

み
そ
の
修
飾

は
有
効

で
あ

.
た
が
、

ワ、
}、
で
は
列

に
関
し

て
そ

の
全
体

に
有
効
と
な

っ
て
馳

(利
益
処
分
自
体

は
当
期

に
於

い
て
な
さ

れ

て

い
る
筈

で
あ

る
)
。

差
額
欄
記
入

に
関
す
る
統

扇

記
入
規
則
を
明

わ
か

に
し
た
今
、
次

に
明
白

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事

は
・
差
額
欄

に
記
入
さ
れ

て

い
る
も

の

の
性

質
、

即

ち

差
額

欄

に
記

入

さ
れ

て

い
る
も

の
そ
れ
自

体

は
何

で
あ

る

の
か
、

と

い
う
事

で
あ

る
。
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第3表

蕊

㎝

1
馴
個

-副

謝
脚

[
里

前

砿

蹴

㎜

皿

細

50

細

一

一

一

1
,

9
,

3
,

1

1

　

　
　

　
　
　

　

リ
ト

　

　
　　　
コ　

ロロ　
　　

　

期
一
ー

[
ー

ー

㎝
騰

撚

璽

鶉
表照対借貸

i

l

∵

,-鴎

,[
照

辱

菅

甜
締
羅

㍊

-

煙

金

金

物

具

品

地

権

権

金

金

金

用

金

等

金

益

預

搬
∵

入
轡

費

蝶

擁

盗
収

蘭
∴

鑑

払
払
り
踊
本
轍

謡

麗

未

建

車

工

七

施

電

保

短

未

未

預

未

資

当

一

枷蹴砿ロ

ー1

τ
冗

L

主たる営業外の売L高1

売 ヒ 原 価1

販売費及び 般管理劃

讐 払 利,,割 弓園
　

固 定 資 産 売 却 益1

法 人 税 等}

当 期 利 酬

_1

1馬 忍 差

利益処分計算書

旨

}、 ・

3、2。9,25。i562・68gll

50,445,9521

269,72・126'611

j5fi1,006j

3so,500

1,715,533

56,000,95556,000,955

当期 未処 分利 益 金

繰 越 未処 分 利益 金

隔訓
4,塑 吐

一__1

一墾 ヒ璽 』

額

ヨ 　 一 「 一 「1,277,229

14,377,4。7i6・800・000
　　

2,304,216
E

las,714

い4・9321 52L410{

l!i
20,000t

8,144,…3,144,…1

1,563,851751,9311

13,000,0004DD,ODO

…5,…E

蒔i灘 門一
一一 一一一 湘l

llll54,35・,65・

ll3,2。9,25。562'689

50,445,952

26,610

269,720

561,QO6

360,500i

1,715,533

1

慌嘉1::1:1;
1L_。 一__L___
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一
瞥

に
て
明
か
な
様

に
、
差
額
欄

に
記
入
さ
れ

て
い
る
各
項
目

に
関
す
る
数
値

は
、
貸
借
と
も

に
縦

に
合
計
さ
れ

て
い
る
。
合
計
・
即

ち
加
算
可
能

で
あ

る
と
い
う
事

は
、
夙
昔
よ
り
指
摘
さ
れ

て
い
る
如
く
、
「
そ
こ
で
は
そ
れ
程
異
質

の
も

の
が
問
題
に
な

っ
て
い
る
の
で
は

　
お
　

な

い
」
と

い
う
事

で
あ

る
。

で
は
そ
れ
は
何

で
あ

る
の
か
。

本
章

に
於

い
て
筆
者

が
示
し

て
い
る

こ
の
資
金
精
算
表

の
例

は
、
小
山
教
授

に
倣

っ
て
比
較
貸
借
対

照
表

の
み
な
ら
ず
・
公
表
財
務
諸

表

に
そ

の
資
料
源
泉
を
求
め
る
形
式

に
よ

っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら

こ
の
事

そ
れ
自
体
が
差
額
欄

に
記
入
さ
れ

て
い
る
も

の
の
性
格
を

明
ら
か
に
す
る
上

で
、
障
害
と
な
る
。

か

つ
て
岩
田
巖
教
授

は
、
「
損
益
計
算
書
と
貸
借
対
照
表

は
、
整
理
後

の
残
高
試
算
表
を
、
「
つ
に
分
解
し

て
作

る
も

の
で
あ

る
」
か
ら
・

貸
借
対
照
表
上

の
利
益
と
損
益
計
算
書
上

の
利
益

と
は
、
コ

致
し
な

い
は
ず

は
な
い
」
と
述

べ
て
転
駕
。

こ
の
発
言

の
真
意
、
真
偽

は
本
稿

の
課
題
か
ら
離
れ

て
し
ま
う
の
で
割
愛
す

る
が
、

こ
の
見
解

は
差
額
欄

に
記
載

さ
れ

て
い
る
も
の
の

性
質
を
解
明
す
る
上

で
の
端
緒
を
与
え
得
る
と
思
わ
れ
る
。

即
ち
、
差
額
欄

に
記
入

さ
れ

て
い
る
金
額

の
中

に
は
、
複
数

の
財
務
諸
表
を

そ
の
資
料
源
泉
と
し
た
事

に
よ
り
、
同
じ
も

の
を
表
し

て
い
る

(従

っ
て
本
来
的
に
は

一
つ
、
し
か
も

一
つ
の
み
の
)
筈

の
金
額
が
重
複
し

て
記

載

さ
れ
て
い
る
と
彗
口
い
得

る
の
で
あ

る
。

そ
れ
故

に
、
小
山
教
授
も
示
し

て
い
る
様

に
、

こ
れ
ら

の
重
複
し

て
い
る
金
額

に

つ
き
、
相
殺
す

る
事
が
必
要
と
焦
融
。

し
か
し
な
が

ら
、

こ
の
場
合

に
は
斯
く

の
如
き
重
複
が
生
ず

る
事

は
当
初

よ
り
明
か

で
あ
る
筈

で
あ
り
、

そ
の
上

で
差
額
欄

は
作
成
さ
れ

て
い
る
筈

で

あ
る
。
と
す
れ
ば
、
重
複
し

て
い
る
か
ら
と
言

っ
て
、
単
純

に
相
殺
す
れ
ば
良

い
と

は
言
え
な

い
。
そ
れ
は
如
何
な
る
理
由

に
よ
る
の
か
。

我

々
は
、
合
計
額
か
ら
重
複
し

て
い
る
金
額
を
相
殺
す

る
別
の
例
を
知

っ
て
い
る
。

そ
れ
は
仕
訳
帳

の
分
割
時

に
現
れ
る
。
我
々
は
、

普
通
仕
訳
帳

の
合
計
額
か
ら
所
謂
、

二
重
仕
訳
金
額
を
直
接
削
除

し
、
以

て
仕
訳
帳

の
合
計
額

と
し

て
い
る
。

本
稿

に
於
け

る
こ
の
資
金
精
算
表

の
例

に
於

い
て
も
、
例
え
ば
資
産

の
額
と
負
債

・
資
本

の
額
と

の
差
額
と
し

て
の
利
益

の
額

は
、
収
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益

の
額

と
費
用

の
額

と
の
差
額
と
し

て
の
利
益

の
額

と
重
複
し

て
お
り
、
従

・
て
}、
の
重
複
し

て
い
る
金
額

の
削
除
を
以

て
合
計
額
と
す

る
必
要
が
あ
る

の
で
あ
る
。

そ
れ
故
、
差
額
欄

に
記
入
さ
れ

て
い
る
も
の
の
性
質
を
解
明
す

る
に
当
た

っ
て
は
、
先
ず

こ
の
重
複
し
て
い

　
ゆ
　

る
部
分
を
取
り
除

か
ね
ば
な
ら
な

い
事
と
な

る
。

小
山
教
授
が
示
し
て
い
る
覆

金
額
を
相
殺
す
る
た
め
の
仕
訳
に
倣

つ(耀
、
こ
こ
で
示
し
て
い
る
資
籍

算
表
差
鶴

に
関
す
る
覆

金
額
を
相
殺
す
る
仕
訳
を
示
せ
ば
次

の
通

り
。

一

(露
母
)

脈
避
掛
蕪
露
途
猛
難

θ
脹
溢
光
濤
串
蝋
二財

①
・卜。
O
ρ
一
お

(
繊
母
)

強
財
騨
糊
咄

θ
脹
避
舗
二
財

一
袖
一9
器
ω

望
財
濤
ゆ
叫+
犠
磯

θ
藏
健
滞
凄
串
洲
酬一財
畿

♪
軽
Oo
倉
①
一
①

二

(露
耐
)

輔
二獣
濤
冷
理
醤
曲
"θ
脹
濫
滞
凛
串
洲
二
財
臨

蒔
本
o。
幽
b
一①

(繊
母
)

き
避
暑
灘
醇
違
麺
煕

θ
脹
濫
》
凛
串
洲
二財

軽
奉
Q。
♪
①
一①

こ
れ
ら
を
精
算
表

に
記
載
し
、
差
額
欄
を
修
正
す
れ
ば
第

4
表

の
通

り
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
差
額
欄

に
記
載

さ
れ

て
い
る
金
額
が
何

の
大
き
さ
を
表
し

て
い
る
の
か
を
考
え
る
事
が
可
能
と
な
る
。
差
額
欄

の
金
額

は
前
述

し
て
い
る
様

に
、
基
本
的

に
は
第

一
欄

の
金
額

に
関
し

て
、

(繍
ー
部

-
怒
口
芯
)
i

(滋
田
謎

ー
繍
囲
芯
)
と

い
う
式

に
よ

っ
て
計
算
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら

の
各
項

の
内
、
第

一
桁
お
よ
び
第

二

桁

に
は
当
期

に
係
る
金
額

が
記
載

さ
れ

て
お
り
、

ま
た
第
三
桁

お
よ
び
第

四
桁

に
は
前
期

に
係

る
金
額

が
記
載

さ
れ

て
い
る
と

い
う
事
も

既
述
し

て
い
る
。

他
方
、

こ
の
資
金
精
算
表
が
そ
の
資
料
源
泉
と
し

て
い
る
貸
借
対
照
表
上

の
各
項
目

に
係
る
金
額
は
、
事
実
と

の
対
応
関
係

に
照
ら
せ

ば
、

……～
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相

め

記

複

た

.正

重

の

修

第4表

3,209,250

50,445,952

269,720

54,spa,650

562,689

26,610

6,200,1

psi,oas

360,500

1,715,533

,616

i

}

4.4$4.66

,765 10,684.65 65,106,308 65,lOfi,308

1,277,229

s,800,aao

106,714

521,41DI

400,0ao

1,715,533

;,

10,684

4,377,407

2,304,216

184,932

54,850,650

5s2,sss

26,610

561,006

4,484,fi16

20,000

3,144,0pO

751,931

38,4UO

71,3p6,457

 

差

3,209,250

50,445,952

269,720

360,500

1,71,533

4,484、616

 

第

71,306,457

目

 

項

欄

省

略

貸 借 対 照 表

　嚇
鱗
∴

現

未

建

車

工

土

施

電

保

短

未

未

預

未

資

当

書算計

 

益損

高

高

価

費

入

料

益

等

益

{

針

鯉

引

却

薪

原
撃

謬

税
利

羅

ヒ
轍

姻
蹟
人
期

売

主

売

販

雑

支

固

法

当

利 益 処 分

当期未処分

繰越未処分
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晋
盗
涛
盛
+
脈
避
彗

騒

-
脹
濫
露
》
艦
-
脹
濫
掛
盤

と
し

て
構
成

さ
れ

て
い
る
筈

薮

肥
・
損
益
計
算
書
上

の
各
項
目

に
係
る
金
額

は
、
前
期
末

の
金
額

は
存
在
し
な
い
訳

で
あ
る
が
、
同
様

に
事
実

と
の
対
応
関
係

に
照
ら
せ
ば
、

+
脹
濫
藝

轟

-
脹
濫
難
》
艦

-ー
帳
盗
斗
艦

　
の
　

と
し

て
構

成

さ

れ

て
い
る
筈

で
あ

る
。

差
矯

の
各
金
額

は
・
当
期
末

の
各
項
目

に
係

る
金
額
か
ら
前
期
末

の
各
項
目

に
係
る
金
額
を
減
ず

る
事

に
よ

.
て
箆

さ
れ

て
い
る

の

で
あ

る

か

ら

、

脹
濫
畳
鐡
-
爵
避
暑
盤
ー
脈
避
彗

辱

-
脹
避
翼
》
購

と
し
て
計
算
さ
れ
て
い
る
と
考

え
る
事

が
出
来

る
。
故

に
、
差
額
欄

の
各
金
額

は
、
各
項
目

に
係
る
当
期
純
変
動
攣

表
し

て
い
る
と
言

う
事

が
出
来

る

の

で
あ

る
・

し

か

し
な

が

ら
、
問

題

は
未

だ

解
決

し

て

い
な

い
。

}し
の
差
額

欄

の
各
項

目

に
係

る
当
期
純

変

動

額

が
何

の

大
き

さ
を
表

し

て

い
る

か
が
明

ら
か

に
さ
れ

る
必
要

が

あ

る
。

こ
こ
で
言
う
各
雷

と
は
・
端
的

に
は
資
産
、
負
債
、
資
本
、
費
用
お
よ
び
収
益

の
五

つ
に
集
約
さ
れ
得
る
事
は
改
め

≦

口
及
す
る
ま

で
も

な

く
・
従

っ
て
問
題

と

す

べ
き

は
・

こ
れ
・り
の
五
項

目

に
於

い
て
加
算

を
可

能

に
し

て

い
る
共

通

す

る
性
質

と

は
何

で
あ

る

の
か

で

あ

る
む

ル

・
ク
ー

ル
及
び
吉
田
教
授

に
基
づ
け
ば
、
資
産
は
、

そ
れ

に
付
さ
れ
て
い
る
数
値
を
以

て
財
貨
が
調

)
て
い
る
資
本
量
と
、
財
貨

の
名
称
を
以

て
そ
の
存
在
す

る
場
所
と
を
示
し

て
お
り
、
即
ち
、

そ
れ
は
資
本
を
詑

て
い
る
と
さ
れ

て
い
る
.

他
方
・
負
債
は
経
営

に
流
入
し
た
資
本
、
即
ち
調
達
資
本

と
し

て
特
徴
付
サ

b
れ
る
.
ま
た
流
入
し
た
資
本
、
即
ち
調
達
資
本
が
問
題

と

さ
れ

て
い
る
と

い
う
事

は
・

ル

・
ク

ー

ル
が
述

べ

て

い
る
様

に
そ

の

「
資

本
需

要

が
他

人

か

り
の
借

入
金

の
調
達

に
よ

.
て
賄

わ
れ
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る
か
、
或
は
企
業
家

の
財
産
か

り
の
出
資
金

に
よ

・
て
賄
わ
れ
る
か
は
、
経
営

に
と

っ
て
実
質
的

に
等
し

い
L
事
と
鎚

・

こ
の
事
か
ら

鰻

難

転

嚢

繋

徽

付
け
る
事
が
出
来
る
事
に
拳

従
.
て
負
債
.
資
本
の
大
き
-
と
は
、
「企
業
の
調
達
し

以
上
を
端
的

に
纏
翻

ば
、
調

達
さ
れ
て
い
る
資
本
が
寝

に
資
本
と
呼
ば
れ
、
利
用
さ
れ
て
い
る
資
本
が
そ
れ

に
対
し

て
資
産
と
呼

ば

れ

て
い

る
」

の

で
あ

る
。

次

に
、

損

益
計

算
書

に
於

い

て
記
載

さ
れ

て
い
る
収

益

と
、

費

用
と

は
何

で
あ

る

の
か

。

ル

.
ク
「
ト
ル
に
よ
れ
鎌

資
本
養

上

の
観
占
{か
・り
は
、

自
己
葉

、

他
人
資
本
を
問
わ
ず
資
本

の
調
達
は
資
本
流
入

(ξ

餌
}・

、
¢
豪

.、

.
)
で
あ

る
と

さ
れ

る
。

と

Ψし
ろ
が
実
際

に
は

こ

の

「企

業

の
中

へ
流

入

し

て
い
る
所

の
多

く

の
資
本

は
・

営
業

期

間

の
経
過

に

伴

っ
て
費
消

さ
れ
、
即
ち
維
持
さ
れ

て
は
い
な

い
」
事

と
為

.

こ
の
資
本
費
消
が
費
用

で
あ
る
と
解
さ
れ
る
・
そ
れ

は
ル

・
字

ト
ル

.↓目.つ
錺

絶
対
的
集

維
持

の
原
則
を
持
ち
出
す
ま

で
も
な
-
、
「
別

の
姿

に
於

い
て
再
び
補
充

さ
れ
、
或

は
壇

さ
れ

て
い
る
毒

が
必

霞
謙

駅
齢

識

麸

鷲

擁

奴
醐
離

賃
金
等
を
煙
.
灸
販
、冗さ
れ
た
製
。㎜に
投
下
さ
れ
た
資
本

以
上
、
纏

め
れ
ば
、
資
産
、
農

、
資
本
、
費
用
お
よ
び
収
益

は
貨
讐

本

に
関
す
る
、
そ
れ
が
票

れ
た
縫

の
状
態

に
対
応
す
る

そ

の
別
称

で
あ
る
事
が
明
か
と
な

る
。
調
達
さ
れ
る
資
本
が
負
債
ま
た
は
資
本

で
あ
り
、

そ
れ
が
利

用
さ
れ
資
産
と
呼
ば
れ
・
あ
る
い
は

費
消

さ
れ

て
費
用
と
称

さ
れ
、
そ
し

て
そ
れ
が
震

さ
れ
れ
ば
収
益
と
称
さ
れ
る
の
で
あ

る
.
と
す

れ
ば
・
覆

相
殺
後

の
義

欄
」

の

各
数
値
は
、
貨
幣
資
本

に
関
す
る
当
期
中

の
純
変
動
額
を
表
示
し

て
い
る
と
詫

い
得

る
事

と
な
る
・

で
は
次

に
、

▼、
の
差
額
欄

に
於

け
る
貸
借

そ
れ
ぞ
れ

の
合
計
額

は
、

一
体
、
何
を
表
し

て
い
る

の
か
・
差
額
欄

の
借
方

に
於

い
て
は
資

産
の
増
、
負
債

の
減
、
資
本

の
減
お
よ
び
費
用
の
増

が
、

そ
し

て
貸
方

に
於

い

て
は
資
産

の
減
、
負
債

の
増

資
本

の
増
お
よ
び
収
益

の
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増

が

そ

れ
ぞ

れ
合
計

さ
れ

て

い
る
。

先
ず
・
募

側

に
於

い
て
、
負
債

の
増
と
資
本

の
増
と
が
A
口計

さ
れ
て
い
る
訳

で
あ
る
が
、

}、
れ
.り
は
負
攣

他
人
資
本
、
資
本
を
自

己
資

本

と

み

る
な

ら
ば

同
質

の
も

の
で
あ

り
、
「
流

入

し

た
資
本

」
の
大

き

さ
を
表

し

て
い

る
と
特
徴

づ

け
得

る
。
前

述

の
様

に
、

▼」
の
流

入
し
た
資
本
が
費
消
さ
れ
・

そ
し
て
壇

さ
れ
て
ゆ
く
.

こ
の
震

さ
れ
た
資
本

が
収
益

で
あ

.
て
み
れ
ば
、
収
益

の
増

と
は
、

い
わ
ば

環
流
さ
れ
た
資
本

の
大
き
さ
裏

し

て
い
る
≦

口
・つ
事
が

で
き
よ
.つ
。

(訓
)

(哲

他
方
・
資
産
は
・
同
様

に

ル

・
マ

九

及
び
吉
田
教
授

に
従
え
ば

蛋

箸

本
を
以

て
示
さ
れ
る
価
値
L

の

「
目
六現
者
」

で
あ
り
、

「
担

い
手
」
で
あ

る
と
乳

罷
・
斯
く

の
如
き
資
産

の
減

と
は
、
従

.
て
そ
れ
に
担
わ
れ

て
い
た
資
本

が
蟹

放
さ
れ
る
、
即
ち
、
解
放

さ

　
れ
　

れ

た
資

本

の
大

き

さ
を
表

し

て

い
る
と
、一.日
う
事

が

出
来

る
。

以
上

の
事
か
ら
従

っ
て
差
鶴

の
貸
方
合
計
額

は
、
流
入
し
た
資
本
、
環
流

さ
れ
た
資
本

お
よ
び
解
放

さ
れ
た
資
本

の
大
き
さ
、

}、
れ

ら

の
資
本

は

ル

.
ク
ー
ト
ル
流

に
ξ

兄
ば
利
用

さ
れ

て
い
な

い
資
本

で
あ
る
か

b
、
即
ち
増
加
し
た
利
用
可
能
資
本

の
大
き
さ
を
示
し

て

い
る
事

が
明
か
と
な
る
・
差
鴇

募

側
は
、

こ
れ
を
各
勘
定
科
目
名
を
以

て
そ
の

源

泉
L
別
に
表
示
し

て
い
る
の
で
あ

る
。

他
方
・
差
矯

の
借
方
側

で
あ
る
が
、
貸
方
側

に
て
示
さ
れ
る
係

る
利
用

さ
れ

て
い
な

い
資
本
は

「
そ
れ
自
体

の
姿
を
以

て
存
在
し

て

い
る
訳

で
は
弩

」
・
資
産

に
よ

っ
て
担
わ
れ
て
存
在

し
て
お
り
、
係
る
謹

が
利
用
さ
れ
た
資
本

と
蟹

れ
る
訳

で
あ

る
か
.り
、
従

.
て

資
産

の
増
は
利
用
さ
れ
存
在

し
て
い
る
資
本

の
大
き
さ
を
表
し

て
い
る
と
考
え
・り
れ
得

る
。

ま
た
、
係

る
担

い
手

と
し
て
の
資
産

が
消
滅

す

る
場
合

に
於

い
て
・
他

の
担

い
手

に
担
わ
れ
る
事
な
く
ば
、

そ
の
資
産

に
担
わ
れ

て
い
た
集

は
そ

の
担

い
手
た
る
資
産
と
供

に
消
滅

せ
ざ

る
を
得
な

い
・
あ
る

い
は
そ

の
担

い
手

た
る
資
産
が
企
業
外

に
流
出
す

る
な

b
ば
、

そ
れ
績

わ
れ

て
い
る
資
本
も
担

い
手

た
る
資

産

に
担

わ
れ

た

ま
ま
流

出

す

る
・

こ
れ

ら
が

費

用

の
増
、

あ

る

い
は
負

債

・
資

本

の
減

で
あ

り
、

従

っ
て
そ

れ
.り
は
消

滅

し

た
、

あ

る

い

は
流

出

し

た
資
本

の
大

き

さ
を
表

し

て

い
る
事

が
判

る
。
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以
上
を
纏
め
れ
ば
、
差
額
欄

の
貸
方
合
計
額

は
、
存
在

し
て
い
る
、
消
滅
し
た
或

い
は
流
出
し
た
資
本

の
大
き
さ
を
、
即
ち
利
用
さ
れ

た
資
本

の
大
き
さ
を
表
し

て
お
り
、
従

っ
て
差
額
欄
貸
方

は
利
用
さ
れ
た
資
本

の
大
き

さ
を
各
勘
定
科
目
名
を
以
て
そ
の
利
用
形
態
別
、

所
謂

「
運
用
」
先
別
に
表
示
し
て
い
る
と
解

さ
れ
る

の
で
あ
る
。

本
稿

の
こ
の
例

に
於

い
て
は
、
資
金
運
用
表

の
資
料
源
泉
と
し

て
比
較
貸
借
対
照
表

の
み
な
ら
ず
損
益
計
算
書

お
よ
び
利
益
処
分
計
算

(
39
)

「

酌

書

を

も
採

用

し

て
い
る
。

資

金
運

用
表

作

成

に
当

た

り
、

第5表

後 差 額

1,277,229

ssoo,000

106,714

521,410

goo,000

1,715,533

10,820,886

 

第

一
⊥

、↓

欄

省

略

金

金

物

具

品

地

権

権

金

金

金

用

金

等

金

益

預

搬

備

用

入

敷

入

費

税

収

概

.

昔

ム

人

本

処

金

賑

設
話
繋

ム

融

鰍

現

未

建

車

工

t

施

電

保

短

未

未

預

未

資

当

最
低
限
、
必
要
と
さ
れ
る
資
料

は
既
述

の
様

に
、
比
較
貸

借
対
照
表

の
み
で
あ
り
、

従

っ
て
こ
こ
で
そ
の
部
分

の
み

(
40

)

取

り
出

せ
ば
第

5
表

の
通

り
。

我

々

の
例

に
於

け

る

こ
の
重

複
相

殺
後

の
差
額

欄

を

以

て

(あ

る
い
は
比
較
貸
借
対
照
表

に
の
み
に
基
づ
く
な
ら
ば
第

3
表

に
於
け
る
第
二
欄

の
差
額
欄
を
以
て
)
実

務
上

は
既

に
資

金
運

用

表

と
呼

ば

れ

得

る

の

で
あ

る
。

(注
第
-
表

に
見
る

様

に
)

こ
れ

が
資

金

運
用

表

と
呼

ば

れ

る

と

い
う

事

は
事

実

と

し

て
存
在

す

る
訳

で
あ

っ
て
、

そ

の
事

自
体

は
全

く

問
題

と

は
な

ら
な

い
。

し
か

し
な

が

ら
注
第

1
表

あ

る

い

は
第

5
表

は
、
何

か

を
算

出

し

て
は

い
な

い
。

か

つ
て
オ

ス
パ

ー

ル
は
、

各

種

ビ

ラ

ン
ツ
を
主

要

ビ

ラ

ン

ツ
と
副

ビ

ラ

ン

ツ
と

に
分

類

す

る

に
当

た

っ
て
、

そ

の
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れ

　

ビ

ラ

ン

ツ
に
於

け

る
貸

借

の
各

合

計

の

一
致

が
差

引
計

算

の
結
果

を
差

し
挟

む

事

に
よ

る
か

ど
う

か

に

よ

っ
て

い
た
。

こ

の
差

額
欄

に
於

け

る
当
期

未
処

分

利

益

は
比

較
貸

借

対

照
表

に
於

け

る
差

引

計
算

か

ら
算
出

さ

れ

て
い
る

の

で
あ

っ
た
。
従

っ
て
こ

の
差

額
欄

に
於

け

る

貸
借

そ
れ

ぞ
れ

の
合
計

は
貸

借

の
差

引
計

算

に

よ
る
結

果

を
差

し
挟

む
事

な
し

に

一
致

し

て

い
る

の

で
あ

る
。

即

ち
、

こ
の
差
額
欄

を
以

て
資
金

運

用
表

と

称
す

る
も
、

そ
れ

は

オ

ス
パ

ー

ル
の
分
類

基

準

に
基

づ

く
な

ら

ば
、
貸

借

対

照
表

お

よ
び
損

益
計

算
書

と

い
う
主
要

ビ

ラ

ン

ツ
と
し

て

で
は
な

く
、
試

算

表
等

と
と

も

に
副

ビ

ラ

ン

ツ
に
分
類

さ
れ

る
事

と

な

る

の

で
あ

る
。

こ
れ

は
明

ら

か

に
筆
・者

の
当

初

の

観
点

と

は
相
違

す

る
。

先

に
示

し

た
第

4
表

の
第

・、欄

の
修

正

記
入

は
、

小
山

教

授

に
倣

っ
て
資

金
運

用
表

の
資
料

源
泉

に
比
較

貸
借

対

照
表

以
外

の
財

務

諸

表

を
含

め
た
事

に
と

も

な

い
、

筆
者

に
於

い

て
作

成

し

た
欄

で
あ

り
、
第

4
表
第

四
欄

の
重

複
修

正

後
差

額
欄

が

ペ
イ

ト

ン
及
び

ダ

ニ

エ

ル
ズ

に
於

け
る
第

二
欄

に
相

当
為

・
従

っ
て
小

山
教

授

、

ペ
イ

ト

ン
及

び

ダ

ニ
エ
ル
ズ

に
共

通
す

る
修

正

記
入

が
、
次

に
な

さ
れ

る
事

と

な

る
。

こ

こ

で
な

さ
れ

る
修

、止
記
入

に
は
大

別

し

て
、

一

振

替

の
取

消

.
」

表

示

の
変

更

の
二
籍

の
修
正
記
入
が
あ
る
と
さ
襲

・
前
一著

の
中

で
は
小
山
教
授

に
於

い
て
、
修
正
記
入

に
関
し

て
磐

詳
細

で
あ
る
が
故

に
、

こ
こ
で
は
小
山
教
授

に
倣

っ
て
論
を
進
め
る
事
と
す
る
、

前
述

の
様

に
小
山
教
授

に
あ

っ
て
は
比
較
貸
借
対
照
表
以
外

の
財
務
諸
表
を
も
資
金
運
用
表

の
作
成

の
資
料
と
し
て
い
る
た
め

に
、
ま

ず
、
差
額
欄

に
於

い
て
重
複
す
る
部
分
を
相
殺
す
る
修
正
記
入
が
な
さ
れ
て
い
た
。

こ
こ
で
は
そ
れ
ら

に
続
く
修
正
記
入

が
考
察

の
対
象

と
な
る
。
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小
山
教
授

に
よ
れ
ば
先
ず
、
莉

錘

分
額

の
う
ち
、
社
内
留
保
額

の
振
賛

が
な
さ
れ
る
と

転
弛
・
本
例

に
於

い
て
は
利
益
処
分
計
算

垂
凹
の
内
容
が
簡
単
な
た
め
、
表
面
上
、
利
益
処
分
計
簿

は
既
に
影
響
し
な

い
の
で
あ
る
が
・

襲

的

に
は
・

(礁
母
)

繊
礁
灘
魏
難
θ
聾
煎
昌
紗

(繊
母
)

廿
」財
濤
ゆ
理
掴
蜘
θ
融
潔
旨
紗

と

い
う
修
正
突

が
な
さ
れ
る
事
と
な
る
。
目
パ体
的

に
は
利
薙

備
金
や
別
途
鷲

金

で
為

。
従

っ
て
配
当
金
支
払
額

や
役
員
嘗

金

支
払
響

の
所
調

社
外
流
出
額

に
係

る
項
目

の
み
が
残

さ
れ
る
事

と
筋

.
他
友

望

ば
ダ

ニ
エ
ル
ズ

に
於

い
て
は
利
益
処
分
計
算

皇
贈
は
資
金
運
用
表

の
作
成

に
当
た

.
て
そ

の
資
料
源
泉
と
し

て
は
川

い
ら
れ

て
い
な

い
の
で
あ
る
が
・

こ
の
修
正
突

に
よ

っ
て
配
当
金

支
払
額
等
を
表
示
項
目
と
し

て
馳

・

内
部
振
替

の
取
消
と
し

て
は
、
や
は
り
本
例

に
於

い
て
は
現
れ
な

い
が
、
小
山
教
授

の
例
示

に
あ
る
修
庵

入
と
し

て
は
・
退
職
給
与

引
当
金
設
定

に
係

る
修
正
記
入
が
あ
る
。
即
ち
、

(
蒔
母
)

旋
露
誰
薪
虫
帳
臨

(鴻
母
)

鄭
議
瑚
知

q
l
露
醸
融
鯉

　
　
　

で
あ

る
。

一
方
、
退
職
給
与
支
払
額

に
関
し

て
は
、

(蘇
母
)

厳
鵡
誰
"
掛
洪
錨

(繊
母
)

威
罵
誰
賦
虫

脹
砂

と

い
う
修
正
記
入
が
な
さ
れ
る
と

転
麹
。

さ
て
、

▼、
れ
ら

の
退
職
給
与
引
当
金
に
関
す
る
修
正
突

の
内
、
前
者

の
修
正
記
入
が
内
部
振
替

の
取
消

で
あ
る
の
に
対
し

て
・
後
者

の
修
正
記
入

は
表
示
項
目

の
変
更

に
あ
た
る
。

こ
の
秦

項
目

の
変
更

に
関
し

て
は
・
小
山
教
授

に
於

い
て
は
更

に
・



商 経 論 叢 第27巻 第2号192

(醇
母
)

知
濫
露
〉
臨

(隙
母
)

畑
避
醇
〉
蹄
露
〉
贈

(醇
母
)

蜘
濫
露
》
命
薗
衷
盤

(繊
断
)

蜘
避
露
〉
臨　　

と
い
う
　
　
　
ス
が
　
　　
し

て
い
る
む

退
職
給
与
引
当
金
等

に
関

す
る
修
正
記
入
か
ら
類
推
出
来

る
様

に
、
次

に
取
り
上
げ
る
修
正
記
入

は
減
価
償
却
引
当
金

に
係
る
修
正
記

　

で
あ

る
む

こ
こ
ま

で
の
修
正
記
入

は
・
本
稿

に
て
筆
者
が
一恋

て
い
る
例
が
簡
易

で
あ

る
藷

、
小
山
教
授

の
示
し

て
い
る
例

に
簡
単

に
触
れ
る

に
留
ま

っ
た
が
・
減
価
償
却
引
当
金

に
関

し
て
筆

者

の
例

に
於

い
て
も
、暑

能

で
あ
る
が
故

に
、
詳
述
す
る
事
と
す
る
.

ま
譜

」

の
修
正

記
入

に
関
し

て
は

ぺ
歪

ン
及
び
ダ

ニ
エ
ル
ズ
が
示
し

て
い
る
例

に
於

い
て
も
当
該
関
連
項
目
を
見

い
出
す
事
が
罷

で
あ

り
、

即
ち
凡
用
性
が
存
す
る
が
故

に
。

減
価
償
却

に
関

し
て
は
・
も
し
そ
の
計
算

の
饒

と
な
る
固
定
資
産

に
猿

が
な
け
れ
ば
、
当
該
減
価
償
却
費

に
係

る
振
替
を
取
り
消

す

の
み
で
あ
る

の
施

二

般
的

に
は
そ
の
計
算

の
基
礎
と
な
る
固
唇

産

は
増
減
し
得
る
.

7、
の
場
A
口
に
は
固
定
資
産
売
却
損
益
が
発

生
し
得

る
の
で
あ

っ
て
・
他

の
修
焉

入
よ
り
も
関
連
項
目
が
多

い
分
、
複
雑

で
あ
る
.
更

に
悪

い
事

に
は
、
通
常
、
墓

濡

表

の
作

成

に
当
た

っ
て
議

と
し

て
い
る
・
所
謂
・
公
表
財
務
襲

上

で
は
、
減
価
償
却

に
係

る
当
該
項
目
が
表
里

、
記
載

さ
れ

て
い
な

い
の

で
あ

る
・
即
ち
・
減
価
償
却
累
計
額

は
貸
借
対
照
表
走

於

い
て
当
馨

産
か

り
控
除
さ
れ
、
減
価
償
却
費

に
関

し
て
は
損
益
計
箋

日
上

に
於

い
て
は
販
売
費
及
び

磐

理
馨

に
算

入
さ
れ
、

そ
の
額
を
伺

い
知
る
余
地
が
な
い
.

そ
}、
で
補
足
的
資
料
あ
る
い
叢

簿
記
録

が
必
要
と
さ
れ
る
事
と
舞

例
え
ば
ダ

'三

ル
ズ

に
於

い
て
は

「
埜

へ
の
墾

口
輩
口
よ
り
」
と

の
茎

口
が
見

い
だ
さ
れ
得
る
し
、
小
山
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一

種 類1 車 両 備 品 車

構 造2 乗 用 車 乗

細 目3
旧}一 皿_

A コ ピ ー B

取 得 価 格5 3,718,541 319,000 3

期末帳簿価額9
』一一　　㎜一} 』貼㎞一一一一 一H__r_ __

当 期 償 却 額28

1,357,7fig

s3s,oi7

111,392

fi5,139

1

一 一一一 一一_一__ __._一__」__

第6表 定率法 による減価1脚 資産の㈱ 額の計算に関する明縮(別 表1s -2抜 粋)

前 期

國1

当 期

種 類1 車 両 備Gll

備 品

乗 用

応 接 セ ッ ト

1,842,802262 ,446

863,22187 ,482
-______一_____L____

構 造2

細 目3

取 得 価 格5

期末帳簿価額9
」 一一一 一___一._.____._____

乗 用 車

c

s,oos130

4,249,888

コ ピ=

319,000

70,289

市繭可2饗燈塑図に

(露

母

)

動
強

藤
誓

舳
卑

盤

卜。
噸ω
⑪
ρ

謡
N

　
　
　

唱

碧

慧

一
b
一Q。
為
誤

(陀
母
)

紐

劃

。。
為
一。。
畑
凸

國
満
蹄
煕
議
誓
詠

㎝
9

曽O
O
O

と
仕
訳
さ
れ

て
い
た
と
推
定
出
来
る
。

と
こ
ろ
が
、
本
例

に
於

い
て
用

い
ら
れ

て
い
る
貸
借
対
照
表
上

に
於

い
て
は
、
各
減
価

償

却
累
計
額

は
当

該
各
資
産

か
ら
直
接
控

除

さ
れ

て
お

り
、

従

っ
て
表
面
上

は
記
載
さ
れ

て
い
な

い
。
故

に
、
先
ず
固
定
資

産
売
却
益

に
係
る
修
正
記
入
は
、

車 両

乗 用 車

B

3,0rs,000

1,254,9

側堕
「」

乱型65
～}一}

⑱
」
聖
4

一

教
授

に
そ
こ

第

6
表

こ

の

の
売

却

価

格

は

円

で

あ

ト。
哺。。
φ
P

刈

取

引

は
、

X54,949

587,853

備 品 建物ホテル「
一 『一

輔

鉄 筋
コ ンク リー ト

応接セ.ト 部 雰

357,3734,444.06$

196,8354,377 ,407
一←}} }

s5,sllss ,ssl
-一}一 τ 一

}

あ

っ
て
は
詳
細
な

「
付
記
事
項
」
が
別
掲
さ
れ

て
転
罷
。

で
本
例

に
関
す
る
減
価
償
却
費
関
係

の
資
料
を
示
せ
ば

(
56

)

の
通

り

で
あ

る
。

第

6
表

よ
り
、
固

定
資

産
売

却

益

は
車

両

(乗
用
車
A
)

よ

り
生

じ

た
る
も

の
と
判

る
。

伺
表

よ
り
、

そ

の
取

得

ω
気
}
◎。
蝕
自

円
、

前

期
末

の
帳

簿

価
額

は

ど
ω
駕

為
①
㊤

り
る

か

ら
、

当

該

資

産

の

減

価

償

却

累

計

額

は

N認

円

と
計

算

さ

れ

る
。
従

っ
て
当

該
資

産

売

却

時

の



商 経 論 叢 第27巻 第2号194

(露

母
)

」世

ヨ

一
矯OQ
鶉

為
①
㊤

回

満

蹟
鰍
証

蛤
智
餅

㎝
①
r
O
O
O

(繊

母

)

國
満

蹄

隠
議

叶
=
慧

一
b
一
QQ
為
刈
α

と
な

る
・

こ
の
修

正

記
入

は
表

示

(純
損
益
の
み
の
奈

か

り
総
襲

示

へ
)

の
変

更

に
あ

た

る
。

次

に
同
第

6
表

か
ら
各
資
産

に
関
す

る
減
価
償
却
費

の
計
上

に
関
す
る
修
正
記
入
を
考

え
れ
ば
、

魚

壽
邑

邑 蕪 黙 栂 栂 曜

d口 暑口

①
ρ

①
窪

一

.
刈
α
①

・
N
O
卜o

㎝
。。
8

。。
㎝
ω

自

』
8

0
9

①
口

(
㎝
q◎
)

謡
鵠
踊
知
q
ー
韓
磁
刷細
踊

卜Q

耀
㎝
一
刈

曝
α
国
O

こ
れ
ら
は
内
部
振
替

の
取
消

に
当

た
る
。

こ
の
外
・
小
山
教
授

に
従

え
ば
・
法
人
税
等

の
納
付

に
係

る
修
正
記
入

が
必
要

と
さ
難

.
本
例

に
於

い
て
は
先
ず
、
山別
期
末

の
未
納

　
　
　

法

人

税
等

は
、
当

期
中

に
納
付

さ
れ

て

い
る
筈

で
あ

る
か

ら
、

(露

母
)

蕗
〉

離
酪

誉

‡
慧

㏄
Φ
cQ
b
O
O

(鴻

)町
)

粘π
襟

露
〉

離

蕪

ω
Φ
Q◎
b
O
O

な

る
修

正

記
入

が
な

さ
れ

る
・

こ

の
修

正

記
入

は
表

示

項
目

の
変
更

に
あ

た

る
.

ま
た
当

期

の
法
人

税

等

は
期
末

現
在

に
於

い

て
は
納
付

さ
れ

て
は

い
な

い
訳

で
あ

る
か

ら
、
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第7表

目項

へ

　

こ

金
金
物
具

率

収

齢

借

釜

i

黛

両

「
現

未

建

晦

一 一 一 …

第

、

ー

、

.

欄

品備呉器具,[

地

権

権

金

用

入

敷

利

加

金

設

話

L二融

L

施

電

保

金

金

用

金

等

金

益

入

税

利

費

人

分

借

払

り

本

処

ー

払

法

未

斑

、
ゾ

ヨ

よ

燈

短

未

未

預

未

資

当

損 益 計 算 喜 ・

省売L高

硫 る営業外の売h釧

叢売臨 撫 距
雑 収 人1「

支 払 利 息 割 引 料

固 定 資 産 売 却 益

法 人 税 等

一1期 利 副

利 益 処 分 計 算 壽1

糊 未処蘇 「益訓

繰越未処分利益金l

ll

/1
-:

目

ー

1

ー

4,377,40

2,304,21

x,277,229

s,goo,00

106,714

}

114,932521,41。

「1

∵0'000
,3,144,000

751,931

38,400

11

3,209,250

50,44Fa,952

2f9,72Q

360,5001
1

額

額幅税餌解

400,000

54,850,60

562,68,

召蝉

26,fiiO

561,0Q6

66,661

1,7ti6,292

5H7,853

1,3fi7,769

41,103

65,611

005063

5,IOfi,30

398,900

正 味 資 金 変 動 額

1,277,229

s,saa,aao

4,444,68

6,006,130

184,932

20,000

3,144,000

761,931

521,10

Sao,ooa

ゴ 　

「1「
誌

54,850,650

52,689

1EIit3,209,250E
,2,517,52047,928,432

zs,sia

ll269,72Q

561,・ ・6i[

r」360,500I

l!隔

II

i
fI

ll

蝶議鑛慰 総
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(辞
母
)

》

嘗

賠

〉

戴
塒

㏄
①
ρ
§

(隙
疑
)

蕗

〉

離

嬢

ω
①
ρ
§

と

い
う
修
正
記
入
が
な
さ
れ
る
事

に
な
る
。

こ
の
修
正
記
入

は
内
部
振
替

の
取
消

に
当
た
る
。

以
上

の
修
正
記
入
を
記
載
す
れ
ば
、
資
金
精
算
表
は
第

7
表

の
様

に
な
る
。

こ
の
箏

表

に
於

け
る
第
六
欄
は
、
例

え
ば

ペ
イ
ト

ン
や
ダ

ニ
エ
ル
ズ
が
示
し

て
い
る
資
金
精
算
表

藤

い
て
は
存
在
し
な

い
欄

で
あ

麓

・
第

四
欄
同
様

に
修
正
記
入
後

の
金
額
を
改
め

て

一
覧
す
る
た
め

に
小
山
教
授

に
倣

.
て
設
け
て
い
る
。

こ
の
資
金
賛

表

の
第

四
欄

の
覆

修
正
後
差
額
欄

に
関
し

て
は
先

に
、
当
該
欄
上

に
記
載

さ
れ

て
い
る
各
数
値
が
、
貨
讐

本

に
関

す

る
当
期
中

の
純
変
動
攣

表
示
し

て
お
り
、
当
該
欄

の
貸
方
側
は
、
増
加
し
た
利
用
可
能
資
本

の
大
き
さ
を
各
勘
定
科
目
名
を
以

て
そ

の

源

泉
L
別

に
表
示
し

て
お
り
・
ま
た
同
欄

の
貸
方
側
は
、
利
用
さ
れ
た
資
本

の
大
き
さ
を
各
勘
定
科
目
名
を
以

て
そ
の
利
用
形
能
心別
、

所
謂

蓮

用
L
先
別

に
表
示
し

て
い
る
と

い
・つ
事
を
明

ら
か

に
し
た
.
第
五
欄

の
修
正
記
入
を
経

て
算
出

さ
れ
る
第
六
欄

の
各
数
値

に
関

し

て
も

こ
こ
で
第

四
欄
と
同
様

の
意
味
付

け
が
必
要

で
あ
ろ
う
。

第
六
欄
上

の
各
数
値

の
本
質
を
解
明
す

る
に
当

た

っ
て
の
端
緒
は
、
当
然
第
五
欄

に
於

け
る
修
正
記
入

に
あ
る
。

即
ち
、
第

四
欄

の
ま

ま

で
は
そ
の
目
的

を
達
成

し
得
な

い
が
故

に
、
修
正
記
入

が
な
さ
れ

て
い
る
と
考
え
得

る
か
ら
で
あ
る
。

前
述

の
様

に
・
第
五
欄

に
記
載

さ
れ

て
い
る
修
正
記
入

に
は
大
別

し

三

籍

あ

る
。

}」
の
・つ
ち
、
奈

の
変
更

は
、

そ
れ
が
真

に
表

示

の
変

更

の
み

で
あ

る
な

ら
ば

・
、葛

て
み
れ
ば

ラ
ベ

ル
の
貼

り
替

え

で
あ

っ
て
中

味

の
問

題

で
は
な

い
。
直

接

、
項

目
名

を
変

更

し

て

も
用
は
足

り
る
筈

の
所
を
、
精
算
表
記
入
規
則

に
従

っ
た
ま

で
で
あ
る
と
考
え

る
事
が
出
来
る
。

そ
れ
に
対

し
て
内
部
振
替

の
取
消

は
・
ラ
ベ
ル
の
問
題

で
は
な
く
、
い
わ
ば
中
味

の
移

し
替
え

で
あ

.
て
、
実
質
的
な
内
容

に
係

わ
る
。

第
五
欄

に
於
け
る
修
正
記
入

の
内
、

こ
の
部
類

に
属
す

る
記
入

は
、
端
的

に
は
次

の
如

く
に
表
記
し
得

る
。
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(醸
母
)

岱
煎
θ
鯨

(圏

臨
縫
)

鰍

C
〈
邸

廟
鰍

θ
難

(疎
蝕
強
蕪
書
細
陣
艦
)

(識
母
)

撮
曲

θ
赫

ま
た
、
本
例

に
於

い
て
は
現
れ
な

い
が
、

こ
の
外

に

(礁
母
)

蹄
斜
㊦
越

(噛
翻
煎
旨
診
)

(
繊
疑
)

蹄
耕
θ
蝕

(噛
献
離
昌
諭
)

と

い
う
修
正
記
入

の
類
型
が
あ
る
。

}、
れ
、b
の
修
正
記
入

の
対
象
と
な
る
取
引

は
、
即
ち
そ
れ

に
よ

・
て
企
業
外
か
ら
の
何
等

の
資
本

の
流
入
あ
る
い
は
資
本

の
流
出
を
生

ぜ
ず
、
ま
た
は
経
営

に
於

け
る
資
本

の
解
放
お
よ
び
そ
れ
に
伴
う
資
本

の
変
動
を
生

じ
な

い
。
従

っ
て
第

五
欄

に
於

い
て
こ
れ
ら

の
修
正

記
入
を
記
載
す
る
事

に
よ

.
て
計
算
さ
れ

る
第
六
欄

の
各
数
値

は
、
第

四
欄

に
於

い
て
示
さ
れ
る
幕

資
本

の
純
変
動
額

の
内

の
・
正
味

変
動
額
部
分

で
あ
る
と
考
え
る
事
が

で
き
る
。

斯
く

の
如
く
資
金
精
算
表
第
六
欄
を
以
て
、
資
金
運
用
表
作
成

の
基
本
的
作
業
は
終
r

で
あ

る
。

こ
こ
か
ら
資
金
運
用
表
を
完
成
さ
せ

れ
ば
第

8
表

の
通
り
。

一
般

に
は
資
金
精
算
表

の
最
後

の
.
禰

、
本
例

で
は
第
七
欄

お
よ
び
第
八
欄

は
、
運
転
資
金
と
資
金
と

に
分
け
ら
れ

て
い
る
・

こ
れ
は

ペ
イ

ト
ン
、
ダ

ニ
エ
ル
ズ
、
小
山
教
授
及
び
染
谷
教
授

の
総

て
に
見

い
だ
さ
れ
麓

・
嶺

に
於

い
て
当
然
・
自
明

の
事

で
は
あ
る
が
・

こ
こ
で
言
う
第
八
欄

の
部
分

が
通
常
、
資
金
運
用
表
と
称
さ
れ
、
第
ヒ
欄

の
部
分

は
運
転
資
金
明
細
書
と
称

さ
な
礁
。

こ
こ
で
第
六
欄
か
ら
第
八
欄

ま

で
の
聞

の
関
係

は
、
運
転
資
金
を

≦
O
と
置
け
ば
、
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[

一
金

金

物

具

旦

表

【

虹

預

搬

一
対

　

収

運

再

[
金

i

ロ

エ
　

遺

黛

「

一

　
現

未

建

車

工 具 器 具 備 品

第8表

望烈 運
6,800,000

第

.

ー

五

欄

省

ー

11
ー

-

1

ー

ー

1

-
I

-ロ
ー

-L。

1

11
-

I
p
↓

日
1
1
-
↓
1
山
,

堀

権

権

金

金

用

金

等

金

益

一
書

一
高

旺

[

一

タ

用

入

頸

不

力

金

設

話

・1ー」卍

ヒ

施

、堀

保

入

費

履

暦

借

払

り

本

処

払

法

未

期

払

期

一

短

未

未

預

末

資

当

一
損

一
売

賓

㎝

…汁

「

一

臥

一

溢

一

1三たる営業外の売 ヒ高…ii

轍 び 撫 細47,928,432[

雑 収 入1

支 士ム 利 息 害il引)ド斗Ii

固 定 資 産 売 却 益 、　
法 人 税 等1 　

当 期 利 益i
　　 　　 　　 　 　ココ 　 　 　　 　 　 　 　　 　　

灘ll鼎
法 人 税 納 付 額l

l占i定 資 産 っfご去11客頁Il

l}
　　

運 転 資 金 減 少!1

転 資 金 資

一丁 一一一

11・277,22隔

,800,00

[

1

{

_∴
16,006,130

111

11

/・
f

II

184,932

iI!

【

II
,20,000',

…1

金

1}!

1184,932521
,41。1}521,41・

!1il・II

2⑪,…1{i

illliI

金 蘭:　㌦ 潤:1　囎l

lii

Ililitill'[lil

illI

[i!l

1諭 副1iill54,850,650

13,2。9,25d562・68g/`3,2・9,2べ'689

1i26
,61。li脚8'432126,61。

1{lliIl269,72・I

/i/l…ll

!l[111i

旧 旧 昌
II[l

L型1曖8堀1闇 四L飢8価
1」1

に一二{遥 鍵確5』巫趨 還

,269,720

胆571363166・357・;36311
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一
"
芝
O
+
≦
O

と

ヤ

つ
関
係

に
あ
る
。
即
ち
前
述

の
様

に
第
六
欄

に
は
総

て
の
正
味
変
動
が
記
載

さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
そ
れ
は
全
体
集
合
-

で
あ

り
、
第
七
欄

に
於

い
て
運
転
資
金
を
記
載

し
、

そ
の
他
が
第
八
欄

に
記
載
さ
れ

て
い
る
と
見

る
事

が

で
き
る
。

}」
の
種

の
分
類
法

は
、
分
類

に
失
敗
す

る
事

は
な
い
が
、
右
辺
第

、
項

の
内
容

が
躍

で
は
な

い
の
で
・
例
え
ば
運
転
資
金

に
代

え
て

当

座
資

産

O
》

を
想

定

す

れ
ば
、

一
撰
O
》
十
〇
〉

な

る
関
係
式

が
成
享

る
筈

で
あ

.
て
、

こ
れ

に
あ
わ
せ

て
第
繭

お
よ
び
第
八
欄
を
作
成
す

る
事
も
罷

で
あ
(響

ま

た
支

払

資
産

〉
℃
を
想

定

し

て
、

一
臼

〉
℃
十

〉
勺

と
い
う
関
係
式
に
あ
わ
せ
て
作
成
す
る
憲

罷

で
麓

.
あ
る
い
は
運
転
資
金
を
以
て
第
繭

と
す
る
も
・
資
金
部
分
を
更
に
営
業
活

動

に
係

る
資

金

部

分

○
句
と

そ

の
他

に
細

分
す

る
事

も

可
能

で
あ

っ
て
、

そ

の
場

合

に
は
、

7

≦

O
ト

(
≦

O

・
○
閃
十
〇
閃
)

と
い
.つ
関
係
式

に
あ
わ
せ
て
、
第
七
欄
、
第
八
欄

お
よ
び
第
九
禦

作
成
さ
れ
る
事
と
な

る
。
小
山
教
授

に
於
け
る
資
金

三

・
資
金

(こ

は
、

こ
の
場
合

の
第
八
欄
、
第
九
欄

に
あ
塞

・
本
例

に
濡

す
れ
ば
第

9
表

の
通
り
・

以
上
を
纏

め
れ
ば
、
資
金
運
用
表

は
、
本
例

に
於

け
る
第
六
欄
を
以

て
全
体
集
合
と
し
・

一
冒
〉
+
回

と
い

つ
関
係
式

に
基
づ

い
て
作
成
さ
れ
る
と

い
・つ
事

で
あ

る
。
即
ち
、
資
金
運
用
表

は
枠
組

み
の
み

で
あ

っ
て
・
そ

こ
で
用

い
ら
れ
る
資

金
概
念

そ
れ
自
体
は
、
必
然
的

に
特
定

の
資
金
概
念
を
採

る

の
で
は
な
く
、
設
定

さ
れ
る
目
的

に
応

じ

て
い
わ
ば
政
策
的

に
決
定

さ
れ
る
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の
　

と

い
う
事

に
外

な

ら
な

い
。

資

金

運

用
表

が
斯

く

の
如

き
性

質

を
持

つ
事

が

判
明

し

た
A
フ
、
更

に
考

え

ね
ば

な
・り
な

い
占
{が
残

.
て
い
る
。

即
ち
、

当

初

の
課
題

で

あ
る
様

に
・
資
金
運
用
表

は
・
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
纂

日
に
次
ぐ
妻

な
財
嚢

と
し

て
資
本
維
持
計
算

に
関
与
す
る
か
ど
.つ
か
で
あ

る

　前
述

の
様

に
・
資
金
精
算
秦

六
攣

分
割
す
る
事

に
よ

.
て
資
金
運
用
表

は
作
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
.り
、
該

パ
ん

が
言
.つ
所

の
嚢

な
財
務
襲

た
る
要
件
・
即
ち
、
差
引
計
算

の
結
果
を
差

し
挟

む
事

に
よ

.
て
貸
借
A
口
計
が

豪

す
る
と

い
.つ
、
外
形
的
な
要
件

を

資

金

運

用

表

は

満

た

し

て

い

る

と

、.一一ワ
つ
事

が

で
き

る
。

で
は
内
面
的
な
要
件
と
し
て
嚢

な
財
務
襲

た
り
得
て
い
る
か
。
換
言
す
れ
ば
傘

会
計
目
的
護

の
た
め
の
嚢

な
手
段
た
り
得

て
い
る
の
か
む

前
述

の
様

に
・
資
金
運
用
表

に
於

い
て
用
い
ら
れ
る
資
金
概
念

は
特
定

さ
れ
得
ず
、
目
的

に
応
じ

て
政
策
的

に
決
定

さ
れ
る
と
考
え
、り

れ
る
・
従

っ
て
資
本
維
持
を
よ
り
強
固
な
も

の
と
す

べ
く
、
当
期
利
益

に
更

に
タ
ガ
を
は
め
る
意
図
を
持

.
て
何

れ
か
の
資
金
概
念
を
採

用
す
る
な
ら
ば
・
例
え
ば
本
例

に
於

い
て
斯
あ

袈

日
的
を
持

.
て
運
転
資
金
を
そ
の
資
金
概
念
と
し
て
採
用
す
る
な
、り
ば
、

そ
の
場

合

に
は
貸
借
対

照
表
、
損
益
計
讐

に
続
く
財
務
表
と
し

て
資
金
運
用
表
を
位
置
づ
け
る
事
が

で
き
る
。

具
体
的

に
は
本
例

に
於

い
て
は
当
期
利
益

の
内
、
運
転
資
金
増
加

の
枠
内

に
於

い
て
社
外
流
出
を
認
め
る
と
の
想
定

の
下

に
資
金
運
用

表
が
作
成

さ
れ
る
な
ら
ば
・
当
期

に
於

い
て
運
転
資
金

は
減
少
し

て
い
る
が
故

に
、
社
外
流
出
を
認
め
得
ず
と

の
結
論
を
得

る
事
は
罷

で
あ
る
・
尤
も
・
資
金
運
用
表

は
そ
の
資
金
概
念

の
採
用
が
そ
も

そ
も
政
策
的

で
あ
る
が
故

に
、
必
ず
し
も
斯
く

の
如
き
目
的
を
持

つ
と

礁

鍵

璽

雛

蘇
鯵

歎軽

鱒
.聴
鰻
鞘

縫
誌
糎
にとどまゑ
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項 目

貸 借 対 照 表

金

金

物

具

預

搬

収

運

金

両

現

未

建

車

1=具 器 具 備rl剖

一 運

m-

ー
1

f
=

ー 」

上

第

地

権

権

金

用

入

敷

利

加

金

設

話

証

b

施

電

保

転

第9表

1,277,229

6,800,000

鷺 ㌃1夫 糊 ㌦ 伽
預 り 金

未 払 法 人 税 等 欄

資 本 金

1際 響 謝省
麗{『 「 一一副
セたる営業外の売 ヒ高 「略

売L原 価1

販売費及び…般管理費1
　　

雑 収 入ll

支 払 利 息 割 引 料!1

陰定鷺 却釧
当 期 利 益1

利 益 処 分 計 算 書

金
金
額
額

磁
盗
付
却
灘
期

越

人

定

当

繰

法

固

運 転 資 金 減 少

営 業によ る資金増加

4,494,068

6,006,130

20・0001

(→

52T,110

金(⇒

_
i___

1

i

[3,2。9,25。　

,47,9'18,432
11
249,724

i'.

1,918,775jj

54,$54,650

562,6$9

26,61Q

55,39,949
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(
-
)

u
塁

もり
と

』

.
言

ゆ
§

壽

葺

・
畢

》
量

望
量

雲

…

・
〉
・
攣

・
§

・
藍

ω
.
国
鋤
づ
α
げ
。
。
ア
2

①
≦

網
。
門牌

充

互

..年

第

三

版

)
、

九

八
頁

及

び

染

谷

恭

次

郎

、

財

務

諸
表

.、本

化

の
理

論

(
前

掲

)
、

一
七

九

頁

。

(
2
)

同

及

び

O
餌
ロ
一Φ
一ω
1
7
8

bd
唇
閃
一口
帥
づ
o
一餌
一
Qo
β

一Φ
ヨ
①
コ
窮

(
前

掲

)
、

六

九

、頁

。

(
3
)

ぎ

8

§

露

ぎ

臨

日
・
・
喜

舞

〉
づ
塁

・・
箋

Φ
三

ぎ

。
・
琶

蝿

『
9
。
二
。
Φ
ω
悶
。
=
。
毛
Φ
ヨ

コ
§

望
。
。
写

。
置
Φ
『
ω
.
知
Φ
句
。
目
戸

z
雲

ぎ

「
乙

¢
刈
G。
〉
]
・
ρ

勺
」
・

四

四

・
,.、四

...頁

。

(
4

)

番

場

嘉

廊

臥
皿修

野

村

健

太

郎

編

、

フ
ラ

ン

ス
会

計

論

プ

ラ

ン

コ

ン
タ
ブ

ル
研

究

、
中

央

経

済

社

昭

和

、ハ

、
年

第

二
版

、

ニ

ハ
六

!

(鋸
八麗
奪

葬

難

霧
罪
諸
蕪

.妻

雛
σ籠

蕪

凱

面
ぺ
知
七野

二
魂

(
6
)

畠

威

・
評

価

論

の
森

(商

経

論

叢

(葉

川

大

学

)

第

一
.
.巻

第

四

号

充

七

葦

)
、
...、..-

...五
頁

及

び

L
口
田

威

、
損

益

計

算

の

一
、
.兀
性

(
前

掲

)
、

八

四

頁

。

(
7
)

占
田

威

、
評
価
論

の
本
質

(
前
掲

)
、
ヒ
○

及
び
些

頁

。

(
8
)

無
論
・

奈

形
式

が
問
題

と
な

る
場

〈
・
も
あ

る

で
は
あ

ろ
う
が
.
例

え
ば
、
染

谷
恭
次
郎

、
財
務
嚢

.、本
化

の
理
論

(
前
掲
)
、

一
、..八
を

=

、
ー
U
、ー
へ
O

こ

サ
ノ
サ

(
9
;

塁

..
≧

竃

冨

コ
.
巨

の
β
喜

①
霧

(
前
掲
)
、

・.、
・
六
費

、

及
び

u
塁

ω
』

』

』

ご
餌
口
。
一餌
套

餌
雪

。
5
一
ω
、司
。
「
罠

づ
α

O
o
三

Φ
コ
ニ

前

掲

)
、

九

八

頁

。

(
Ol

)

奪

再

国
.
ピ
・
〉

α
互

・
§

蒼

§

§

9

三

ω
ω
・
団
α
』

邑

タ
、§

Ω

ま

・D
・

冗

六

...年

、

四
ヒ

..一.頁
。

(
n
)

窪

.
長

ピ
噛
と

蕊

。
。
餌
三

・
§

§

量

ζ

剛
掲

)
、

6

責

、
内
Φ
・・
葺

ヵ
・
しu
・
〉
・
§

づ
鉱
口
・q
穿

①
。
胃《
ゆ
コ
亀

『
鋤
。
鉱
。
Φ
.
〉

コ

居
ω
け

照
霞

↓
象

Z
窒

ぎ

甚

冗

モ

年

ー

、五

、

ゴ
、六

.頁

、

蜜

蚤

力
.
b。
`
》
§

…

・
…

ぎ

。
門
》.

岱
5
亀

目
働
。
江
。
Φ
・
〉

↓
Φ
蓉

,じ。
。
。
=

。
吋

。
。
二
Φ
αq
Φ
ω
。.
巳

彗

。
。
蓬

ゆ
喜

Φ
ω
ω
浅

喜

琴

ぎ

鵠
・
〈
。
葺

Φ

一

充

-
..
.年

、

天

刷

、

.五

頁

、

凶
Φ
・自
一①
H比

,
。U
,
〉
。
。
。
ニ
コ
首
ロ
・q

囲襲

難

轟
蕪

鱈霧
.四蕪

、膣
鰐

概
評五錘

鍵
薮
雛

導

鍵

蘇罷

襲
れ観
瑞

し(転

論

熱

墜

鍔
駄

詞翻
馨

騒

麟
爺

磁

略
磁蝶
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五
八
七
頁
)
。羅
蕪
鱗
謙
藤
講
雛
窮
難
鷲

罐
熱
難
瓢
鰯
鍵灘
継
灘
蕪
難
蝋
麹

(
16
)

吉

田

威
、
評
価
論

の
本
質

(前
掲
)
、

.-.四
頁

、
。

(
71
)

岩

田

巌

、
利

潤
計
算
原

理

(同
文
舘

昭
和

五
五
年
)
・
七
頁

・

(
18
)

小
山
吉

之
助
、
資

金
表
論

(
前
掲
)
、

一
七
頁

。

(蝶

羅

馨

舞

鰍

轡

鰐

鵬
輪

於
い
て
、
所
.唄
-
重
仕
訳
金
額
削
除
前
の
業

訳
帳
の
嘉

歯

そ
の
性
質
を

(
20
)

小
山

吉
之
助

、
資

金
論

(
前
掲
)
、

一
七

頁
。

(認
難

謹

勲

瑠

終

額

齪
融
橘

題
と
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
.
即
ち
、
貸
借
対
照
表
上
の
鋸

の
決
定
が
所
諜

続
記

(羽
)

+
脹
羅

憲

出

藩

露

～露

妄

記
す
る
方
が
適
切
か
も
知
れ
な
い
が
・

(超

①
贈

篇額

難

縛

N麟

暗
Φ壕

.
ゴ餌婆

6ぴΦコ
い
①
ゴΦ『
<.
昌一
図
鋤量

N霧

四
巻

冗

.

.圭

、
・
、四
六
憂

び

(
拠
ご

①
。
。
=
{門
ρ
斧

。
同
=
ロ
α
N
⇔
・q
Φ
。
Φ
『
・む
=
鋤
コ
N
犀
暮

飢
Φ
(前
掲
)
、
・
.
二

頁
、
畠

覆

益

計
算

の
二
元
性

箭

掲

)
九
八
頁

及
び
畠

威
、

■曲髄 一・一幽.削皿 一一… 檜H回伽1陶II剛1馳AI哩11[1蝋1剛嘲 【「
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貸
借
対
照
表
上

の
資
本
・
純
財
産
か
収
入
未
支
出
牟

-貸
借
対
照
表
説
明

へ
の
雷

か
り

(企
業
会
計
、

頁

。

第

:
一九
巻
第
十

号

一
九
八

八
年
)
、

六
四

墾

難

讐

雛

蕪

陶難
萎

誕

緊

評

固量

前掲)・　
ハ真

監

益計算
の.

(馳
(纏
い翫
露

額

謡

無
蕪

碁
謙

慈

騨

騨

蛸響

(鍛
瀬

。
。
毎

①≒

ま

富

σ-
ー

g

冨

ぎ

旨

ゴ
き

・
ゴ
Φコ
ピ
Φ
げ
【Φ
<
・
ヨ
諮

県

餌
}'
(前
掲
)
、
.二
四
黄

.

鱒

難

菱

・,罷

嚢

験

雛

.諜

鼠σ-叱軸
解

ー

ー

コ・-・質
(…

-

轟

じ-
言

§

Φ
…

露

冒

¢
う
・・
聲

切
Φ
目
=
口
＼
ヨ

Φ
笥

五

.一、.奪

篁

巻
)
、

四
。
五
頁
.

四
。

査

・

　 　
3635
))

((((

34333231
))))

、一
元U

一Φ

しd
傘
『
冨
α
ω
≦
一冨
ω
。
冨

津

一
九
五
七
年
、
第

三
版
第

四
巻
、

八
六
頁
。

(
73
)

こ
れ
が
他

の
資

産

に
再

び
担
わ

れ
る
か
、
担

い
手

と
供

に
消
滅

す

る
か
、
或

い
は
流
出

す

る
.

黙
職
欝
聾
総
醗
謙
辮

喜

量

多

く
ー

骨

ヨ
Φ
葺

幕

げ
ω
葺

ω
・
藝

一冨

三

。
Φ
轟

げ
鋤
=

α
Φ
噌
ゆ
二
四
口
N
蝉
=
hh僅
・。
・n
¢
コ
・q
①
ロ

(前
掲

)
、

ピ
Φ
0
9
』
實
ρ

≦

二
U
餌
ω
卑

三

ε

霞

ぢ

N
首

(前

掲

)
、

一
四

四
頁

。

菅

沼

康

二

、

ト

タ

ー

レ

・
ビ

ラ

ン

ツ
の
本

質

(
前

掲

)
、

二
九

頁

。

菅
沼
康

、ヘ

ト
タ

占

・
ビ

ラ

ン
ツ
の
本
質

(前
掲

)
、

天

頁

。

麗
葬

.蕪
難
曝
馨

羅
鷺

評

礁

鬼
曝

篶
麩縫

蝶

[L開圓III門IIJHI凹III札「酬囲1」幽II同1」IIIII」rrI隠
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暁
吋
餌
oq
Φ
コ

α
Φ
ω

宙

訂

欝

寓

〇
三

⑦
ヨ

。。
u
ゆ
Φ
島

コ

一
九

一
八

年

、

眠

・
X

頁

。

(
犯
)

。
餌
切
一Φ
一・自
・
翼

b。
・』

§

量

ω
薯

ヨ
Φ
身

-ぎ

量

ω
(
前
掲

一
九

三
八
年

)
、

八
〇
六

・
八
〇
七
頁
。

)
、

↓
。
、、頁

お

よ
び

℃
山
δ
鼻

ζ

ー

凶ー

…

藩

(
鶏

譲

誰

講

蟻

霧

編

研駈
雛

馨

聾
.耀

.簿.法・っ・・
-資

(
45
)

同
。

(
46
)

小
山
吉
之

助
、
複
式

簿
記

に

つ
い
て

(前
掲

)
、

八
頁
。

(凹
て
鮨
籠

簿

鑓
、藩

欝

舞

麺

い
範
慾

編

即
灸
利
益
処
分
計
算
・凹　
初
か
鋳

響

(
48
)

小
山

吉
之
助
、

資
金
表
論

(
前
掲
)
、

一
ヒ

頁
。

(獄

髄

噴鑓

醒

獣
靴
難
鞭
鰭

"碑

総

齢
G郵
讐

馨

(
50
)

小
山

吉
之
助

、
複
式

簿
記

に

つ
い
て

(
前
掲

)
、

八
頁
。

(
51
一)九
謂

讐

魍

腿

嬉

Φ
ヨ
Φ
爵
陣ω
≧

帥
一唄
・,
一ω
(鳩則
掲
)
、

一
。
一..真

及
び

℃
　

晃

自

ω・・①
量

ω
・
h
>
…

藩

(前
掲
)・

(
52
)

小
山

吉
之
助
、

資
金
表
論

(
前
掲
)
、

　
七

頁
。

(
53

一)
三
醸

婆

}

団
ω
・。
.
コ
は
山
剛・,
。
h
>
.
.
。
=
コ
識
ロ
ーq
(
賄剛
掲
、

一
九
一、.八

年
)
、
七
九

八
碁

よ
び
染

谷
恭
次
郎

財
務

蓉

、本
化

の
理
論

(
前
掲

)
・

(
54
)

U
山
コ
一①
一ω
・
ζ
・
匂ご
・・
聞
ぎ
餌
口
。
芭

Qり
訂
8
ヨ
Φ
口
房

-》
コ
巴
蕩
一ω
(前

掲

実
例

を
筆
者

に
於

い
て
は
持

ち
合

わ
せ

て
い
な

い
の
で
は
あ

る
が
。

)
、

…
Q

.、再

尤

㌫

く

の
如

き
資
料

ー

れ
た
埜

へ
の
報
告

書

の

(
55
)

小
虫

口之
助
、
資
金
表
論

(前
掲
)
、

宍

頁
、
小
山
違

助
、
複
式
簿
記
に

つ
い
て

(前
掲
)・
六
頁
・

(-6
と

削
掲
の
様
に
ワ、
の
資
料

は
、
帳
簿
記
録
か
.b
も
無
論
、
作
成
可
能

で
あ
る
が
、
仕
訳
帳

・
元
帳
上

で
は
個
々
の
減
価
償
却
資
産
別
に
細
分
さ
れ
た
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借対照表比較

「資 歪 一一運且 表'増 減 比 痒ζ國

資 金 の 源 泉
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鯉
総

鯛錨
舗
鯵
建
簸

螺
蟻

羅

鐸
.蓼
鰹

鞭
難
雛

鱗

繍

に
な

ろ
う
。

本
稿

で
は
法

人
税
申

告
書

の
別
表

一
①
鵡

を
使
用

し

て
い
る
。

飼

羅

編

編
難

禦

款⑰罷

盤

熱

糠

醗
頁に倣
っ…

覆

勘定ー

て

は
区

別
さ
れ

て

い
る
訳

で
は
な

い
が
、
第

6
表

(
別
き

①
也

上

の
区
分

に
よ

.
た
。

讐

㎞
礎
難

麟

難

胆
熱

翻

騒

継
輪

雛

鯉

誕

付
状
況
等
に　
-　
書
L
に
よ
っ

(賑
い遜

臨
講

鮎
繋

謹

霧

齢
砺
騨

㌶

真
ー

・ー

ー

戸…

…
量

(前
掲

一
九

.

.一
八

年

)
、

八

〇

六

.貝

・
八

〇

七

、負

。

(
62
)

小
里

。
之

助
・
資

金
表
論

箭

掲
)
、

天

∴

九
頁
、
小
山

L
・
ン
莇

、

複
式
簿

記

に

つ
い
て

(
前
掲
)
、

黄

.

説嚇
灘
灘
樋
糠
驚
爺
猫
鍵
纏
蕪
躍騰
雛
撫
弧

(
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
資
金
運
用
表

の
形
式
に
該
当
す
る
。

i

65
)

小
山
吉
之
助
・
褒

籍

に

つ
い
て

(前
掲
)、
八

・
九
頁
、
染
谷
羨

郎
、
財
務
諸
表
、∴
本
化
婁

哩

印
掲
)
、

西

六

・
西

葦

(
66
)

小
山
吉
之

助
、
資
金

表
論

(前

掲
)
、

一
八

.
一
九
頁

。

(
76
)

染
谷
恭

次
郎
、
財

務
諸
表

、、.本
化

の
理
論

(前
掲
)
、

両

八

.

西

九
頁
。

磐

"
瀦

熱

縫

醒
諌

織
加騨

鵠

饗

いー

ル
・ヴ
7
レ
ン
三

藷

・醒
資
金
馨

入
門

、
税
務
経

理
協

会

昭
和
六

三
年

、
八

.
九

頁
。

(
07
)

。
の
g

葺

多

∪
葺

ξ

N
<
§

ぎ

量

豪

寅

憂

Φ
3
Φ
暮

コ
閃
(前
掲
長

.
x
頁
.
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(
71
)

染

谷
恭
次
郎

、
財
務

諸
表
、..本
化

の
理
論

(前
掲

)
、

一
八
八
頁
。

第

三
章

他

の
ビ

ラ

ン

ツ
と

の
同

質

性

ー

ト
タ
ー
レ

・
ビ

ラ
ン
ツ
再
考

前
章

に
明
か
な
如
く
、
資
金
運
用
表

は
そ
の
作
成

に
係

り
、
公
表
財
務
襲

に
基

づ
く
。

で
は
・
何
故
・
釜

財
務
襲

に
基

つ
い
て

作

成

さ
れ

る

の
か
。

資
金
運
用
表

は
、
元
々
、
監
査
手
続
き

の

喪

と
し

て
護

せ
し
め
ら
れ

て
き

て
い
る
と

い
(焚
・

こ
の
事

は
即
ち
・
資
金
運
用
表
が
企

業

外

部
者

に
よ

る
作

成

.
利

用

を
前

提

と

し

て
発

展

せ
し

め

ら
れ

て
き

て
い
る
と

い
う
事

で
あ

り
、

「
外
部

者

が
・

こ
れ
を
求

め

る

に
は
・

公
表

さ
れ

て
い
る
財
務

諸

表

に
よ

る
外

は
な

い
」

と

い
う
事

を
意

味

し

て
い
(罷
。

資
金
運
用
表

は
Ψ、
の
様

に
企
業
外
部
者

に
よ
る
作
成

・
利
用
を
前
提
と
し

て
い
る
が
故

に
公
表
財
務
諸
表

に
基

つ
い
て
作
成
さ
れ
ざ

る

鷺

匙

勧
鶴

擁

る
が
、
公
表
財
務
諸
表
の
み
か
ら
作
成
さ
れ
得
る
も
の
で
は
な
い
.
そ
▼、
で

「、
.
理
的
と
田
心わ
れ
る
推

資
金
運
用
表

の
作
成

に
推
測
的
案

が
入
れ
ば
、
当
然
、
作
成
さ
れ
る
資
金
運
用
表

は
歪

確
と
な
る
可
能
性
が
高
く
な
る
・

こ
れ
を

排
除
す
る
た
め
に
通
常
、
帳
簿
記
録
そ

の
他

の
補
足
資
料

に
基
づ

い
て
資
料
を
補
完
す
る

の
で
あ

る
・
と

こ
ろ
が
こ
れ
ら

の
壇

資
料

の

比
重

が
相
対
的

に
高
ま
れ
ば
高
ま
る
程
、
資
金
運
用
表

は
そ
の
資
料
源
泉
を
公
表
財
務
諸
表
か
ら
経
営
内
部
資
料

に
移
し
て
い
る
訳

で
あ

り
、
従

.
て
外
部
者

に
於

い
て
は
そ
の
作
成

に
要
す
る
資
料

に
不
足
を
き
た
し
得

る
事
と
な
る
。

こ
の
事

は
即
ち
・
相
対
的

に
よ
り
正
確

な
資
金
運
用
表

は
、
企
業

外
部
者

に
於

い
て
は
よ
り
作
成
し
得
な
い
と

い
う
事

に
外
な
ら
な

い
。
讐

す
れ
ば
・
資
金
運
用
表

は
・
そ

の

他

の
主
要
な
財
務
諸
表
、
貸
借
対
照
表

や
損
益
計
墓

臼
高

様

に
、
本
来
的

に
は
、
経
営
内
部
者

に
よ

っ
て
作
成

さ
れ
る
財
務
表

で
あ
る

と
い
.つ
事

に
外
な

り
な
い
。

こ
の
様
に
、
資
金
運
用
表

は
、
通
嘗

わ
れ

て
い
る
様

に
外
部
者
が
作
成
す

る
財
務
表

で
は
な
く
・
本
来
的
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に
は
内
部
者
が
作
成
す
る
財
務
表

で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
直
ち

に

;

の
疑
問
が
生
ず
る
。
即
ち
、
外
部
者
が
作
成
す

る
場
A
口
に
於

い

て
は
公
表
財
務
襲

に
基
づ
か
ざ
る
を
得
な

い
と
し
て
も
、
内
響

が
そ
れ
を
作
成
す
る
に
当

た

.
て
公
表
財
務
襲

を
議

と
し

て
、

そ
れ

を

そ

の
他

の
資

料

を
以

て
補

足

す

る
と

い
う

作
成

方
法

を
採

る

で
あ

ろ
う

か
、

と

い
う
疑

問

で
あ

る
。

小
山
教
授

に
於

い
て
は
・
丙

部
者

が
調
製
す

る
資
金
表
L

が
扱

わ
れ

て
い
る
。
小
山
教
授

は
、
「
残
高
試
裏

に
よ
れ
ば
、

よ
り
容
易

に
調
製
す

る
こ
と
が
で
き

よ
う
」

と

て
、

栗

財
務
襲

に
代
,え
て
、

期
末
残
高
試
裏

(整
理
胎剛
又
は
整
濃

の
い
ず
れ
で
も
よ
い
)

に

よ

っ
て
も
・

整

理
仕

訳

に
多

少

の
相

違

は
あ

る

が
、
同

じ
資
金

表

を
調

製

す

登

」
と

が

で
き

る
L

と
述

べ

て
い
る
。

確
か

に
残
高
試
裏

は
・
所
謂
・
公
表
財
務
襲

で
は
な
い
の
で
は
あ
る
が
、

}」
れ

に
よ

.
て
問
題

が
解
決
す
る
訳

で
は
な

い
。
小
山

教
授

の
例
示

で
は
当
期
末

の
貸
借
対

照
表
お
よ
び
損
益
計
算
栽
目
を
資
金
精
裏

の
第

禰

に
於

い
て
示
す
事

に
代

え
て
期
末

の

(決
籍

理
後
の
)

残
高
試
算
表
を
用

い
て
お
り
、

ま
た
利
益
処
分
計
算
壮
n
に
関
し

て
も
修
正
記
入

に
於

い
て
必
要
な
記
撃

だ仔
.つ
方
法

が
琢

り
れ

て
い
る
・

即
ち
内
部
者
が
内
部
資
料
を
用

い
る
場
合
を
想
定

し
て
い
る
の
で
は
あ

る
が
、
外
部
者
が
資
金
運
用
表
を
作
成

し
よ
.つ
と
す

る

場
合
と
同
様

に
・
前
期
末
貸
借
対
照
表

を
記
載
し
、
差
し
引
く
と
い
う
方
法

に
は
変
化
が
な
い
。
小
山
教
授

に
あ

.
て
H
く
、
「
当
期
だ
け

の
総
取
引

に
よ
る

(中
略
)
猿

状
態
を
知
る
に
は
、
期
末

に
お
け
る
各
勘
憲

、
と

の
帳
籍

山口同
(残
㎡
同
試
算
表
表
舗

額
)
か
.り
、
そ
の
金

額

の
算
出
基
礎
金
葵

る
前
期
繰
越
高

箭

期
査

借
対
照
表
奈

金
額
)
を
差

し
引

い
て
求

め
る
外

は
な

い
」
と
い
.つ
.
果

た
し

て
そ
.昼

.

要

は
第

二
欄

に
於

い
て
差
攣

算
出
す
る
事
が
目
的

で
あ

っ
て
、
即
ち

期

中

の
総
取
引
総
額
L
が
求

め
・り
れ

て
い
る

に
外
な

り
な

い
。

こ
こ
で
期
末

の
残
高
試
襲

な
り
・
貸
借
対
照
表

に
含
ま
れ

て
い
る
前
期
繰
越
高

が
端
的

に
は
邪
肇

あ
る
の
で
、
前
期
繰
越
高
を
控
除

す
る
と

い
う
事

で
あ
る
・
そ
も

そ
も

こ
れ
ら
の
表

に
は
前
期
繰
越
高
部
分
が
含

ま
れ
て
い
る
霞

立ヨ
初
か

り
明
か
で
あ

る
の
で
あ

っ
て
、

へ

　

都
合

に
よ

っ
て
取

り
外

せ
ば

よ

い
と

い
う
性
質

の
も

の

で
は

な
カ

ろ
う

し

か

し
な

が

ら
・
我

々
は

こ

の
・
前
期

繰
越

高

が
邪

魔

に
な

る
例

を
他

に
於

い

て
も
見

る
事

が
出

来

る
。
上
口
田
教

授

に
曰

く
、
「
部
分

と
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(孔

て
A漏
ま
れ

て
い
る
前
期
繰
越
高

が
、
収
支
的
貸
借
対
照
表
理
込潮
に
於

け
る
貸
借
対
照
表
説
明

に
と

っ
て
は
、
邪
魔

に
な
る

の
で
あ
る
L

と

。

▼」
}し
で
占

田

教

授

の
、.つ

つ
収

支

的

貸

借

対

照

表

理

論

と

は

、

コ
ジ

準

ル

の

パ
ガ

ト

リ

ッ
シ

ェ

.
ビ

ラ

ン

と

ア
オ

リ

ー
・

そ

れ

で
あ

る

。そ

}」
で
本
章

に
於

い

て
は
先

ず

、

▼」
の

コ
"ソ
オ

ル

理
論

に
着
臼

し

、

資
金

運

用
表

の
作

成

に
当

た

っ
て
前
期
繰

越

高

が
・

前
期
末

貸

借
対
照
表

を
以

て
控
除
す
る
以
外

に
な

い
邪
魔
も

の
で
あ
る
の
か
、
考

え

て
み
る
事

に
す
る
。

資
金
運
用
表
を
作
成
す
る

に
当

た

.
て
は
、
前
章

ま

で
に
明
か
な
様

に
、
連
続
す
る
二
期

に
係
る
貸
借
対
照
表
が
最
低
限

必
要
と
さ

れ
る
。
幸

い

コ
ジ

オ
ル

に
あ

っ
て
は
、
そ
の
葦

¢d
尋

藝

壽

塾

霞

・
要

。。
馨

§

己

コ
童

8

。
舞

ぎ

コ
σq
L
に
於

い
て
・

第

茂

果
塑

星

凄

ζ

L

、τ
し
、
第

.
成

果
期
営
叢

象
卜

四
～

三
.
芝

が
・不
さ
れ

て
い
る
の
軍

こ
こ
で
は
こ
む

b
を
用

い
て
資

金
精
算
表

の
作
成
を
試
み
る
も

の
と
す
る
。

コ
ジ
オ
ー
ル
に
於

い
て
は
、
現
金
、
債
権
、
貯
蔵
、
負
債
お
よ
び
留
保

の
五
勘
定

に
基
づ

い
て

羅

織
的
単
式
簿
記
L
を
用
い
て
貸
借

対

照
表

の
本

質

を
説

-

事

に
そ

の
主

眼

が

襲

.

し

か
し

な

が
ら
・

コ
ジ

オ

ん

の
莇

定

で
は
前

章

の
例

と
比
較

し

に
く

い

の

で
・

こ

}」
で
は

コ
ジ

オ

ル

n

身

が

示

し

て
い
る
仕

訳
例

を

筆
者

に
於

い

て
整

理

し

た
も

の
を

ま
ず

示
す

事

と
す
(禦

ま

た
・

コ
ジ

オ

ー

ル
・・。う

惣

醗

綴

額

婦藩
"欝

帥鯖

蠣

鵜

籔
砺裟

顯
艦

於

い
て
は
鷹

謂
、
試
濃

に
相
当
す
る
禦

が
見
当

た
・り
な

い
の
で
、
当
期

の
藩

対
照
表

お
よ
び
当
期

の
損
益
計
募

を
併
記
す
る
事

を

以

て
代

え

る
事

と

す

る
、

燈、
の
場

A
口
、
小

山
教

授

に
あ

.
て
は
利

益
処

分

に
関

し
、
修

正

記

入
を

以

て
記
載

し

て

い
る

の

で
あ

る
が
故

に
、

当
初

の
資

料

に
利

益
処

分

計

算
辞

は
含

ま
れ

な

い
事

と

な
,翻
。

以
L

の
条

件

の
下

に
資

金

精
算

表

を
第

.

.欄

の
差

額
欄

ま

で
作

成

す

れ

ば
、

第

10
表

の
通

り
。
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こ
の
第

m
表

に
於

い
て
・
損
益
計
讐

に
係

る
部
分
を
除

い
た
部
分
は
亭

つ
ま
で
も
な
く
所
珊嗣
、
比
較
貸
借
対
照
表

で
あ
り
、
当
期
末

貸
借
対
照
表
上

の
各
数
値

か
ら
前
期
末
貸
借
対
昭
州至

の
各
数
値

を
差
し
引

く
事

に
よ

.
て
当
期
中

の
変
動
攣

求

め
よ
う
と

い
,つ
表

で

あ
る
・
前
述

の
様

に
・

コ
ジ

イ

ル
に
於

い
て
は
貸
借
対
照
表

の
説
明

に
関
し
、
用

い
・り
れ

て
い
る
の
は
組
織

的
単
式
簿
記

で
あ
り
、
即

ち
そ

の
限
り

に
於

い
て
は
損
益
計
慕

は
登
場
し

て
}」
鎚

.

こ
こ
で
、
差
額
欄

の
内
、
比
較
貸
借
対
昭
{表

に
A品
ま
れ
る
筈

の
部
分

の
み

に
先

ず

着

目

し
、

コ
ジ

オ

ー

ル

の
言

う
五
勘

定

を

以

て
表

現

し

て
み

る
事

と

す

る
。

先
ず

現

金
L
は
こ
こ
で
鏡

金

㎝
毒

の
み
で
あ
る
.
「
穰

」
は
審

金

・。
r
㎝
.
。
未

払
唯

。
。
。
-
集

金

鱒
、。
。
。
+
未
瀬

費

㎝
〒

引
当
金

㎝
§

宿

入
金

㎝
・。
。
。
柔

払
利
息

凹
㎝
。
未

払
賃
貸
料

卜。
・。
。
。
旨
悼
刈
・刈
α
鋸

な
る
.
「
貯
蔵
」
は
偏

口
凹

、。
。
。
↓

沖

払
保
険
料

§

.
森

越
曹

…
暮

。
。
宿

入
差
金

㎝
〒

前
払
慕

料

二

〒

刈
・。
α
。
で
あ
り
、
朗
田
保
」
は
貸
付
黍

躰
α
モ
前
受
保
証

書

.
⊥

ゆ
㎝
・
宿

権
L
は
売

掛
愈

N
§

査

付
金

ω
§

ギ
未
収
金

・.
§

よ

遷

。
、
期

間
利
益
L
は
繰
越
利
善

謡

↓
当

期
梨

N
蓬

↓

§

㎝
と
な
る
.
以
上
の
結
果
を
勘
定
形
式
に
て
、小
せ
ば
第
H
表
の
通
誤

こ
れ
は

コ
ジ
オ
ル

の
例

に
於
け
る
、
第

.
成

果
期

の
変
動
貸
借
対
照
表
そ
の
も

の
で
あ
る
。

(ε

コ
ジ

オ
ん

に
於

い
て
は
・
期
中

の

扇

間
事
象
だ
け
希

総
額

で

総
括
L
し
た

コ

覧
表
L
が
、
運
動
貸
借
対
照
表
と
称
さ
れ
る
。

コ
ジ
オ

ー
ル
に
よ
れ
ば
・
こ
の
運
動
貸
借
対
照
表

は
貸
借
対
照
表

の
原
髪

く
き

塁

)
で
あ
る
と
さ
れ
、
変
動
貸
借
対
照
表
と

い
.つ
中
聞

形
態
を
経

て
・
最
終
形
態
と
し

て
在
高
貸
借
対

照
表
が
生
ず
る
と

脳

.
即
ち
、
各
勘
定

の
借
方

の
A
口計
額
及
び
貸
方

の
A
口
計
額
、
即
ち

コ
ジ
オ

ー
ル
の
解
す
る
所
・
各
収
人
・
支
出
、
を
集
め
て
作
成
さ
れ
至

覧
表
が
、

コ
ジ
オ
ん

の
い
・つ
運
動
貸
借
対
照
表
と
称

さ
れ
る

麗

表

で
あ
り
・

蓮

動
貸
借
対
照
表

は
期
間
成
果

の
成
妾

、

地
t

引
き
さ
れ

て
い
な

い
収
入
と
支
出
と
か
、り
示
す
L

事
と
嘉

と

い

(犯
・
そ
し
て
変
動
貸
借
対
照
表

は
・

こ
の
運
動
貸
借
対
照
表
L

の
、
相
関
す
る
収
支

の
惹

引
き
に
よ

.
て
作
成

さ
れ
る
と
さ
れ

る
。

こ
こ
で
重
要
な
事

は
・

コ
ジ
オ

ル

は
我

々
と
は
異
な

っ
て
、
期
中

の
取
引

の
み
か
・り
第
袈

に
於
け
る
比
較
貸
借
対
照
表

に
係

る
差

血 腫国」L圃」uHH恥国回一_国
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第10表

第1 評 額

111:器8「
saso

z,aoa

1,000

120

400

　Il
51,710

2.600

62,000

3,090

LOOO

1,UOU

一農繭 罫∴
r繭

…一　一…　

　

ミ　

　
　
　

　

　
　

　
ミ　

ロ
　ド

面

㎜

㎜

塑
…
㎜
50

「
4

8

1

3

0

「
8

4

3

…}
金

金

金

品

料

息

金

品

金

金

金

金

金

費

料

金

金

益

金

息

益

険

利

商

掛

付

保

収

掛

払

、
収

越

鉦

現

売

貸

備

前

未

未

繰

借

買

未

貸

資

未

未

前

引

繰

借

未

当

人 差

;

付 差

i

払 経 ・I
l

払 賃 貸1

受 補 償1:

当

本

越 利j

入1

払 利1

期 利II

,

58,00

53,00Q

3,500

21:715

DOO　

250

21,215

66,180

20,0001

8fl,OOO!1
3,000,i

451
55,GOO

3,0UO

1,0(?0 　

150,

5,000[l
I

損恥 計三圃 魎 圃 劃
仕 入1

保 険 料1

経 費1

売 ヒ閥
1

灘 齢 剣
叢禦 響噺
賃 貸 料,

受 取 手 数 料II

租
貸 倒 損 失

債 務 免 除 益

引 当 金 戻 益

訴 訟 費 川1

翻1

差金蜘(借 入)/

支 払 利 息1

当 期 利 益ll

170,000

1

13:1器1

1,000

1,400

1,00

2,000

50

250

20,000

150

451'

1201

ll3
,DDD

i,Boa

zoo

!ユ鋤 璽

10,000i

50

21,〉[}f?

3・(1001

451

?,UOO

1,。。。1500

1501
5,00U

170,0UO

1,000

13,5GO

LOOO

1Sao

1,600

z,00a

50

z50

2,215

21,715

5,000

250

2,500

210,000

150

45

120

3000

1,540

Zoo

312,070312,070
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額
欄
と
春

的

に
同

じ
内
容

の
変
動
貸
借
対
照
表

を
作
成
し

て
い
る
と

い
う
事

で
あ
る
。
即
ち
、

こ
れ
自
体
、
最
低
限

の
資
金
運
用
表

で

あ
り
・
資
金
運
用
表

た
る
必
要
条
件
を
満

た
し

て
い
る
。
こ
の
表
を
以

て

.
『資
金
』
雰

離

し
な

い
資
金
運
用
表

L
と
称
す
る
込響

も
あ

(
罷

・さ

て
コ
ジ
オ
ル

に
於

い
て
は
こ
の
変
動
貸
借
対
昭
{表

の
作
成

に
当

た

。
て
組
織
的
単
式
簿
記
荒

い
て
い
る
訳

で
あ

り
、
従

.
て
所

謂
・

損
益

科

目

は
関

与

し

て
来

な

い
が
故

に
、

期

中
取

引

の
み

か

ら
変
動
貸

借

対

照
表

の
み
が
作

成

さ
れ

る
事

と
な

る
。

と

}、
う
が
我

々

に
於

い
て

は
所

謂
・

複

式
簿

記

を

用

い
て
お

り
、

巨

つ
第

m
表

第

、
楠

の
耽
嶺

欄
全

体

を
問

題

と

し
な

け
れ
ば

な

り
な

い

の

で
あ

る
。
即

ち

こ

の
差
額

欄

に

は
、
損

益
計

纂

・
に
係

る
数

値

が
記
載

さ

れ

て

い
る

の

で
あ

る
。
塵

・
す

れ
ば
、
我

々

の

一

二

第ll表

変動貸}借対照{表

,490

,215

86.78,
___一

86705

こ
の
第

m
表
差

額

欄

は
、

コ
ジ

オ

ん

の
・小
す
変

動
貸

借
対

照
表

を
、
そ

の
肖
蔀

分

集
合

と

し

て
お

り
、
即

ち
完

全

に
包

含

し

て

い
る

の

で
あ

る
。

こ
の
差

額

欄

は
・

前
章

に
於

い

て
既

に
明

ら

か

に
し

て
い
る
様

に
、

貨
幣

資
本

に
関

す

る
当

期
中

の
純

変

動

額

が
表

示

さ

れ

て

い
る
。

こ
れ

は
要

す

る

に
純

額

に
よ

る

「
総

て
の
増
加

及

び
減

少

」
、
。
変
動

全

体
」

ハ
　

　

の
表

..小
で
あ

る
。

ル

・
ク

;

ト

ル
の

ト
タ

ー

レ

・
ビ

ラ

ン

ツ
論

は
、
筆

者

に
於

い

て
既

に
別

稿

に

て
明

ら

か

に
し

て

い
る

様

に
、
各
財

務

諸
表

を

、
そ
れ
ら

の
集

合
概

念

で
あ

る
広

義

の

ビ

ラ

ン
ツ
の
下

で
、
そ

れ
ぞ

れ
資
本

計

算

を

行

っ
て
い
る
個
別

ビ
ラ

ン
ツ
と
し

て
緩

付

け
る
学
説

で
魅

.

こ
の
ル

・
ク
ー

ル
の
考
え
方

の
下

で

は
貸
借
対
照
表
と
損
益
計
梅

と
が
等

し
く
扱
わ
幾

の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
ら
と
同
等

に
扱
わ
れ
る
個
別

　
　

ね

ビ

ラ

ン

ツ
と

し

て

ウ

ム

ザ

ッ

ツ
ビ

ラ

ン

ツ
が

あ

る
。

ル

・
ク

ー

ト

ル

に

よ

れ

ば

こ

の

ウ

ム

ザ

ッ

ツ

・
ビ

ラ

ン

ツ
は

、
「
総

て

の
勘

定

の
借

方

側

及

び

貸

方

側

が
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加

算

さ
れ
L
「総

括

さ

れ

る
重

に
よ

.
て
作
成

さ
れ

る
と

い
(発
.
無
論

、

こ

の
段

階

で
は
貸

借

は

そ
れ

ぞ
れ
差

引

さ
れ

て
相

殺

さ
れ

て
は

い
な

い

の

で
、
各

変

動

は
総

額

に

て
示

さ
れ

る
。
こ
の

ウ
ム
ザ

ッ
ツ

・
ビ

ラ

ン

ツ
に
は
概

念

的

に
は
習

套

同
を
含

む

か
否

か

に
よ

っ
て
・

合

計

試
算

表

を

示
す
場

合

と

総
讐

本

変

動
表

を
意

味

す

る
場
合

と

の

二
種

類

が
考

え
ら

れ
襲

・

響

は

か

つ
て
別

稿

に
於

い

て
、

甲」
れ

・り
の

.
一
つ
の

ウ

ム
ザ

ッ
ツ

・
ビ

ラ

ン

ツ
の
内

・

ル

・
ク

「

ト

ル
自
身

が
想

定

し

て
い

る

ウ

ム

ザ

ッ
ツ

・
ビ

ラ

ン
ツ
は
合
計

試

算

表

で
あ

る
と
判

断

し
(耀
・

し
か
し
A
口
計
試
算
表

で
あ
れ
ば
、
前
期
繰
越

票

そ
の
金
額

に
含
ま
れ

る
た
め
、
仮

に
貸
借

そ
れ
ぞ
れ
に
示
さ
れ
る
金
額
を
理

に
相

殺
し

て
純
変
動
攣

表
示
さ
せ
る

(喬

」
は
残
高
試
襲

と
回

の
数
値
が
義

さ
れ
て
い
る
事
に
な
る
)
と
し

て
も
・
小
山
教
授

の
例

(第

欄
は
残
高
試
嚢

で
あ
る
)

に
見

る
如
く
、

前
期
末

の
貸
借
対
照
表
を
以

て
更

に
差
し
引
く
婁

し

に
は
第

m
表

の
差
翻

毒

る
事

は
で

き
な

い
。
斯
く

の
如
き
方
法

に
よ
・り
ざ
れ
ば
期
中

の
取
引
純
総
計
を
得
る
事
毒

ず
と
す

る
先

に
紹
介
し
た
小
山
教
授

の
見
蟹

宴

る

か
な

と

も
思

わ

れ

る
。
果

た
し

て
そ
う

か
。

薯

に
於

い
て
、

ル

・
字

ト
ル
の
考
え

て
い
る
ウ
ム
ザ

・
ツ

・
ビ
ラ

ン
ツ
を
以

て
合
計
試
算
表

で
あ

る
と
判
断
し
た
根
拠

は
・

ル

.

(町

ト
ル
を
見
る
限
り
、

そ
の
使
用
し

て
い
る
勘
定

が
総

て
、
所
矧粥
、
標
準
式
勘
定

と
呼
ば
れ

る
形
式

の
勘
定

で
あ
る
か
ら
に
外
な
ら
な

い
。

▼」
の
場
ム
ロ
に
は
、
各
勘
定

の
借
方
側
及
び
貸
痛

の
数
値
を
そ
れ
ぞ
れ
合
計
す

る
な
ら
ば
、

そ
の
中

に
響

の
・
前
期
か
ら
の
繰
越

{、同
は
必
然
的

に
含
ま
れ
る
結
果
と
な
る
。

そ
れ
故
、

ウ
ム
ザ

・
ツ

・
ビ

ラ
ン
ツ
総

警

本
変
製

た
る
毒

ず
・
合
計
試
襲

で
あ
る

事
と
な

る
。

し
か
し
な
が
、b
ワ」
の
結
論

は
所
謂
、
標
準
式
勘
定
荒

い
る
が
故

に
謡

さ
れ
る
帰
結

で
あ

ぞ

・
複
式
簿
記

に
於

い
て
論

理
必
然
的

に
擢

式
勘
定
が
用

い
.b
れ
る
訳

で
は
な

い
と
す
れ
ば
、
蓋
然
的

な
結
論

に
過
ぎ
な

い
と
考
え
争

を
得

る
・
例

え
ば
・
次
図

の
様

な
残

、同
式
勘
定
を
想
起
す
れ
ば
、

ウ
ム
ザ

・
ツ

・
ビ
ラ
ン
ツ
は
総
額
栞

変
動
表

と
し

て
作
成
さ
れ
る
事
と
な

る
・
(第
-
図
参
照
)

斯

く

の
如

き
勘

定

の
例

、
実

務

上
、

見

い
出

す
事

は
容

易

で
あ

る
。

(第

2
図
参
照
)
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こ
の
様

な
勘

定

が

用

い
ら

れ

る
場

合

に
於

い

て
は
、

各

勘

定

の
貸

借

合
計

額

を
総

括

し

て
作

成

さ

れ

る

ビ

一フ
ン

ツ
、

即
ち

ウ

ム
ザ

.

ツ

●
ビ
ラ

ン
ツ
は
A
。
計
試
算
表

で
は
な
く
2

剛
期
繰
越
高
を
含
ま
な

い
所

の
総
額
資
本
変
動
表

で
あ
る
筈

で
あ
る
。

そ
れ
は
も
は
や
前
期

末
貸
借
対
照
表

の
数
値
を
以

て
差
引
計
算

さ
れ
る
事
な
く
、
貸
借
合
計
額
n
体
を
以

て
純
額
を
求
め
る
事

に
よ

.
て
純
警

本
変
動
表
と

し

て
の
第

10
表
差
額
欄
が
作
成
さ
れ
得
る
事
と
な
る
。

以
上

の
事
か
ら
し

て
・
資
金
運
用
表

の
作
成

に
当
た

.
て
、
前
饗

借
対
照
表
、
延

い
て
は
比
較
貸
借
対
照
表

は
そ
の
資
料
源
泉
と
し

て
必
ず
必
要

で
あ
る
と
は
言
え
ず
、
場
合

に
よ

っ
て
は

(決
算
整
理
後
の
)
簿
記
記
録
、
就
中
、
総
勘
定

元
帳

の
み
を
以
て
資
金
運
用
表

は
作
成

さ
れ
得

る
。

こ
の
場
合

に
於

い
て
は
修
正
記
入

の
た
め

の
資
料

を
も
含

め
、

そ
の
作
成

に
係

る
資
料
源
泉
を
総
勘
定

元
帳
上

の
記
録

に
よ
る
事

が
可
能

で
あ

る

の
で

あ

っ
て
、

一
般

に
言
わ
れ
る
が
如
き
、

一
部

は
公
表
財
務
諸
表

に
よ
り
、
他

の

一
部

は
帳
簿
記
録

に
よ

る
と

い
う
様
な
混
在
を
生
ず
る
事
な
く
、
統

一
的

に
解

す
る
事
が
可
能

で
あ
る
。
ま
た
斯
く
解
す

る
時
、

帳
簿
記
録
が
通
常
、
公
表

さ
れ
る
資
料

で
は
な

い
が
故

に
、
そ
れ
・・
を
以

て
作
成
さ
れ
る
資
金
運
用
表

は
・
内
部
者

に
よ
り
作
成

さ
れ
る
財
務
表
な
り
、
と
考
え
る
事
を
得
る
。

前
掲

の
残
高
式
元
帳

に
よ
る
な
ら
、
こ
の
時
、
資
金
精
算
表

の
第

禰

は
期
中
変
動
合
計

(総
額
)
表
、

第

欄

は
期

中
変

動
残

高

(純
額
)
表

と

な

る
。

そ

の
時

、

一
般

に
6

つ
精
算

表

を
考

え

る
な
.b
ば

、
そ

の
第

禰

は
期
首
在
高
表
、

第

、
禰

は

(計
篭

程
を
省
略
せ
ず
に
総
て
示
す
と
す
れ
ば
)
期
中
変
動
合
計

表
、
第
三
欄

は
合
計
試
算
表
と
し

て
作
成

さ
れ
る
事

と
な
る
筈

で
あ
る

(資
金
運
用
表
と
の
関
係
に
於
い
て

は
決
纂

理
後
が
想
定
さ
れ

て
い
る
)。

こ

の
間

の
関

係

を
図
示

す

れ
ば
第

3
図

の
通

り
。

こ
の
第

3
図

に
於

い
て
は
、
横
方
向
が
所
謂
、
精
算
表
上

の
流
れ
、
縦
方
向
が
資
金
運
用
表

(資
金
精

第1図 残高式勘定口座記入例

借 方

一一 　 }τ=一

貸 方 残 尚
_占___一 一 一罰一 一一m-一_r一 一}一 一 　

前 期 繰 越 高
t

期一ゆ増 加 高 臓 高

/贈 砂 嚇 高
一 一 幽 一 一 一

1融 次n
　

当期期中増加高 当期 期中減少 高11
_一_一_一 唄 一・ 一
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品162商第2図

年

一率
1,。93奮

,093,219

1,1?9,71末 棚 企

,093,218言f鹿
..] ～ 一

霧
物

　　　　　 　 　 　 へ

摘 要

期繰越

首棚缶

匝狂
121

ilf茄97

「『 馬 喜

相 手科 目
一一 問一

借 貸方潭
一 團 一　 _

　 一_一 凹
占}一

期首商品棚卸

一一 『 一一} 一一 旧一一一噂一一 一____一_

1
『一}『 一_

期末商品棚卸 1,179,710
i_

にに
}

1

一一 占 　一}』iη ㎜-一 一一r-一 昌→一π_凹_一 一一

*****1,179,710

*****1,179 ,710

*****1

*****i

妃山一}一 『}一 旧__朋 一ユ

i

』_

-F
一 コ

算
表
上
)

の
流
れ
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
第

3
図
に
於

い

て
注
目
を
要
す

る
点

は
、
係
る
整
理

に
基
づ
く
な
ら
ば
、
最
狭

義

の
ウ
ム
ザ

ッ
ツ

・
ビ
ラ
ン
ツ
、
即
ち
総
額
資
本
変
動
表
は
、
最
広
義
の
資
金
運
用
表

と
考
え
る
事
が
可
能

で
あ
る
点

で
あ
る
。

か

つ
て
ル

・
ク
ー
ト

ル
は
、
資
本
が
場
合
場
合

に
応

じ

て
採

る
形
態
を

「
資
本
構

造
」
と
し

て

↓

資
本
在
高

四

資
本
補
墳

二

資
本
変
動

五

資
本
破
壊

三

資
本
費
消

六

資
本
増
加

に
分
穐

、
こ
の
幕

資
本
と
い
う

;

の
里

物
が
採
る
様
々
な
形
態
を
各
個
別

る

　
お

　

ビ

ラ

ン

ツ
が
分
担

し
、

…
に
対

し

て
貸
借

対

照
表

が
、
.
一に
対

し

て
ウ

ム
ザ

ッ
ツ

・
ビ

ラ

ン

ツ
が

、

三

か
ら

六

に
関

し

て
損

益

計

算

書

が
作

成

さ

れ

る
と

い
う

ト

タ

ー

レ

・

㌔

(
34

)

ビ

ラ

ン

ツ
論

を

展
開

し

て

い
る
。

し

か

し

な

が

ら

ル

・
ク

ー

ト

ル
に
於

い

て
は
、

ウ

ム
ザ

ッ
ツ

・
ビ

ラ

ン

ツ
は
合
計

試

算

表

と
解

さ

れ

て
お

り
、
損

益

計

算

書

を
作

成

す

る
た

あ

の
当

在

高

を

提

供

す

る

ビ

ラ

ン

ツ
と

考

え

ら

れ

て

い
る

と
言

う

事

が

で
義

・
狭

義

の
ウ

ム
ザ

ッ
ツ

.
ビ

ラ

ン
ツ
を
以

て
資
金
運
用
表

で
あ

る
と
し
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
纂

日
そ
し

て
資
金
運

用
表
と

い
う
三

つ
の
個
別

ビ
ラ

ン
ツ
が
と
も

に
資
本
維
持

と
い
う
統

一
目
的

の
下

に
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残高式勘定口座記入例

τ互二二7「1

第3図

{
方借

一一鯉

増 加一酬 一一一一一 一t隊 一 一一一塑

_∴ 触 一袋期縁越1
璽 璽璽璽 塑塑」一 一

,-
」

■一 一一 　 一一一一 一

合 計 試 算 表

(広 義 のUmsatzbilanz)

1
-… 一一 一1ボ ー一一一 　 }

期中変 動総額 表

(狭義 のUmsatzbilanz)

(最 広 義 の資金運 用表)

↓

期 中変動純 額表

(広義 の資金 運 用表)

¥�

(狭義の資金運用表)

一 一うP

↓

期首在高表

統

合

さ

れ

る

と

い

う

視

点

、

ル

・
ク

ー

ト

ル

の

ト

タ

ー

レ

.

ビ

ラ

ン

ツ
論

に

は

欠

け

て

い

る

の

で
あ

る
。

↑

)

9

三

㊦
一P

ζ

四

扇

ヨ

き

。
芭

。。
雷

8

ヨ

o
口
一
。6

,
}

5
。。
ぞ

ω
一ω

(前

掲

)
、

九

八

～

一
〇
.
一
、貝
。

(
2
)

小

山

占

之

助

、

資

金

表

論

(前

掲

)
、

一
ご
.頁

。

(
3
)

パ

ウ

ル

・
ヴ

ァ
イ

レ

ン

マ

ン
、

資

金

計

算

書

入

門

(
前

掲

)
、

一
.
.
四
頁

。

(
4

)

(
5
)

(
6
)

(
7
)

(
8
)

ζ
口
O
両
ヨ
餌
コ
蟄
Φ
o
プ
コ
=
ロ
σq
、
ゆ
Φ
目
一ヨ

Z
o
≦

網
o
畏

第

一
成
果
期

営
業
事

象

に
関
し

て
は
九
六
頁
、

第

二
成
果
期
営

業
事

象

に
関

し

て
は
九
七
頁
。

(
9

)

ぎ

。・
算

戸

。。
蚤

冨

=
二
・
σq

駐

田

。
曼

,
・
しd
①
ω
け
鋤
ロ
ロ
の
,

¢
コ
α

閃
ヨ

騨
口
N
器

0
7
つ
¢
コ
ひq
噂

(
前

掲

)
、

九

八

頁

。

(
10
)

丙
o
巴
♀

国
`
切
琴

喜

働
言

口
αq
鋤
一ω
㌍

∂
「
σq
齢
、・
bσ
①
ω
宙

コ
α
ω
,

琶

α
固

コ
雲

N
『
①
9

コ
き

ゆq
・
(前

掲

)
、

一
〇

二

～

一
〇

四

、

一
〇

七

～

一

一
〇

、

一
二

八

・

一
.
、九

、

一
一..
一
.

一
一、一.
.頁

お

よ

び

菅

沼

康

.
・、

コ
ジ

オ

ー

ル
理

論

に
於

け

る
未

統

合

思

考

克

服

へ
の

布

石

(研

究

論

集

(
神

奈

川

大

学

)

第

一
四

号

一
九

九

一
年

)
、

舖
、-.～

一
五

、

四

〇

～

四

四
頁

。

小

山

吉

之

助

、

資

金

表

論

(前

掲

)
、

　
四

頁

。

小

山

占

之

助

、

複

式

簿

記

に

つ
い

て

(前

掲

)
、

四
頁

。

小

山

吉

之

助

、

資

金

表

論

(
前

掲

)
、

一
四
頁

。

占

田

威

、

損

益

計

算

書

の

.

.元

性

(
前

掲

)
、

五

〇

頁
。

閑
o
ω
δ
ご
国
`
しロ
¢
9

冨

一9

鵠
αq
鉱
ω
国
蹴
o
お

ω
-.
¢d
①
斡
き

曾

,

一
九

ヒ

七
年

、
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幽灘

霧
懲
鋲

鐙
羅
鯵
ー

(
51
)

菅

沼
康

二
、

コ
ジ
オ

ル

理
論

に
於

け

る
未
統

合
指
向
克

服

へ
の
布
・石

(前
掲

)
・

…

頁
・

(鱗
鐸

騰
蕪
雛

癒
灘
繋
盤

辮
織

繰

(
17

)

同

。

(翼

襟

慧

羅

雛

都脱
.飛

、麟

・罎

疑

選

難

尚
この第
暑

箒

沼康

(
P
)

閑
。
・。
一。
長

窩

麟
§

彗

Φ
し・
=
。
唇

冒
bd
§

Φ
二

九
七
六
年

ご

九
〇

頁
・

〔聞露

轟

轟
{雛

舞

、轟

　麗コ藷
襲

羅
Φ編

碑
射
五再

(
22

)

同

。

(
32
)

パ
ウ

ル

・
ヴ

ァ
イ

レ
マ
ン
、

資
金
計
算
書

入
門

(
前
掲

)
・

西

貢

・

(
24

)

一Φ
O
。
に
#
ρ

≦

甥曽
O
「
§

α
N
口
σq
①
α
輿

しσ
一一雪

N
ざ

鼠

Φ

(前

掲

)
・

五

・

六

六

及

び
六

ヒ

頁

・

(
25
)

菅

沼

康

二

、

ト

タ

ー

レ

・
ビ

ラ

ン

ツ
の
本

質

(
前

掲

×

八

責

・

艶

蕪

羅

轟

一難

螺

σ毒

讐

箒

①7瓢=
.Φ・
-」
嵩pロー

ー

三

前
掲
)、
四
・
九
頁
.

(
28
=

①
。
。
口
冨

多

。
§

§

σ・
§

&

肋ぎ

ざ

§

(
前
掲
)
・
七

責

・

(
29
)

菅

沼
塵

、、

ト
タ

ー

レ

・
ビ

ラ

ン
ツ
の
本

質

前
掲

×

五
五
～

一五
八
頁
・
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輸
　
臓

豹

製

彩

四
験

騨

諮

。(前
掲
)・
九
・・二

四
五
及
び
西
六
墓

(
認
=

Φ
。
.
舞

垂

…

壽

Φ
§

g

三

Φ
σ
ω
ー

冨

h雲

…

ー

ゴ
鋤
:

Φ
貝
・口
=
餌
騨
N
餌
=
笥
曽
・∩
ω
¢
コ
・q
Φ
コ

(
山剛
掲
)
、

四

二
五
頁
.

(鐸

.難

霧

襲

繋
錘

黙

嬰

婁

飾
難

難

糠

ζ矯

覗
×
六
エハ真
一...三
.ρ

(
43
)

同
・
及

び
菅
沼
康

二
、

多

占

・
ビ
ラ

ン

ツ
の
本
質

前
掲
)
、
七

三

.
七

四
頁
.

(
35
)

菅

沼
塵

・、

ト
マ

レ

・
ビ

ラ

ン
ツ
の
本

質

前

掲
)
、
ヒ
六
頁
。

第
四
章

問
題
の
提
起

以
上
・
本
稿

に
於

い
て
薯

は
・
資
金
運
用
表

に
着
目
し
、
そ

の
本
籠

明
を
試
み

て
き
た
.
そ

の
結
果
、
先
ず
明
、り
か

に
な

.
た
事

は
二

般

に
言
う
資
金
運
用
表

は
・

そ
の
枠
組
み
の
み
が
定
め
ら
れ

て
い
る

に
過
ぎ
ず
、
中
味

に
関
し

て
は
狐
珊
者

に
よ

.
て
か
な
り
相
違

す
る
財
嚢

が

「
資
金
運
用
表
」
と

い
う
名
称

の
下

に
論
じ
ら
れ

て
い
る
と
い
う
事

で
あ

る
鷲

内
部
者

が
調
整
す
る
資
金
運
用
表
は
多
種

多

様

で
あ

ろ
う
L

と

し

た
小
山

教
授

の
見
解

は
正

に
正
鵠

を
射

て

い
る
と
雪
口
・つ
事

が

で
き

よ
.つ
。

そ
の
中

で
筆
者
は
・
資
金
濡

表
が
内
部
者

に
よ

っ
て
作
成

・
利
用
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
が
貸
借
対
昭
蓑

、
損
益
計
算
輩
臼と
と
も

に
、
資
本
維
持
と

い
う
統

百

的
を
担
う
財
務
表

で
あ
り
得
る
事
を
明
ら
か
に
し
た
.

ま
た
そ
の
場
A
口
に
は
、
従
来
、
主
張
さ
れ

て
い
る

資
金
運
用
表
と
は
異
な

っ
て
残
高
式
元
帳
を
利
用
し
、

そ
れ
の
み
が
そ
の
資
料
源
泉
と
な
る
事
を
示
し
た
。

こ

の
事

は

ま

た
そ

の
過

程

に
於

い

て
・

コ
ジ

す

ル
の
言

う
変

動

貸
借
対

照

表

が

ル

・
ク

ー
ト

ル
の
号
口.つ
ウ

ム
ザ

ッ
ツ

.
ビ

}フ
ン

ツ
に

包

含

さ

れ

る
と

い
う
事

を
明

ら

か

に
し

た
・

こ
れ

は
傘

会

計

目

的
探

求

と

い
・つ
筆
者

の
研
究

課
題

に
於

い

て
、

か

ね

て
よ
り
未
解

決

の

課
題

の

;

で
あ

る
新

静

態
論

解

明

に
関

し
・

ル

・
ク

ん

雫

宇

レ

・
ビ

一フ
ン
ツ

レ
占

と

コ
ジ

オ

ー

ル
の
パ
ガ

ト
リ

ッ
シ

ェ

.
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ビ

ラ

ン

ツ
レ
ー

レ
と

の
統

合

に
於

け

る

一
つ
の
接
点

を

見

い
出

し

た
事

に
な

る
。

更

に
、

筆

者

は
、

ル

・
ク

ー

ト

ル
奪

口
・つ
ウ

ム

ザ

ッ
ツ

・
ビ

ラ

ン

ツ
の
内

、

狭

義

の

ウ

ム
ザ

ッ
ツ

.
ビ

ラ

ン

ツ
が

・

一
盤

哺。
わ

れ

て

い
る
よ
り
も
更
に
嚢

の
資
蓬

袈

と
考

え
る
事
が

で
き

る
事
を
示
し

た
.

そ
の
事

は
即
ち
・
貸
借
対
照
表
・
損
益
計
算
書
と
並

ん
で

資
金
運
用
表
を
同
等

の
霧

表
と
し

て
考

え
得
る
と

い
う
事

で
あ
り
、
係
る
視
点
、

ル

・
字

九

の
夢

ー
レ

.
ビ
ラ
ン
ツ
論

に
欠

け

て

い

た

。

し
か
し
な
が
、ら
、
資
金
運
用
表

に

つ
い
て
、

そ
の
本
質
、
必
ず
し
も
明
ら
か
な
り
と
は
薯

に
於

い
て
も
述

べ
る
事

を
得
ず
・

;

の

罷

性
を
示
し
得

た
に
留
ま
る
。
例
え
ば
、
狭
義

の
ウ
ム
ザ

ッ
ツ

・
ビ
ラ
ン
ツ
を
以

て
最
広
義

の
資
金
運
用
表
と
考

え
る
票

で
き

る
と

は
い
.え
、

▼」
の
資
金
運
用
表
は
、
既
述
し
た
オ

ス
パ
ん

の
観
点

か
ら

は
、
貸
借
対

照
表
お
よ
び
損
益
計
讐

と
並
ぶ
妻

な
財
務
襲

と
は
見
な
さ
れ
得
な

い
。
何
警

り
、
何
等

差
引
計
算

の
董

集

し
挟
む
事
な
養

借
均
衡
が
護

さ
れ

て
い
る
か
ら

で
あ
る
・
斯
く

の
如

き

ウ

ム
ザ

.
ツ

.
ビ

一フ
ン

ツ
に
対

し

て
、

所
謂

、
運

転

資
本

を

資
金
概

念

と
し

て
、

オ

ス
パ

ル

の
華

を
満

た
華

は
可
能

で
は

あ

る
。

し
か

し
な

が

ら

そ

の
様

な

事
例

を
筆

者

は
見

い
出

し
得

な

い

の
で
あ

る
。

ま
た
響

の
資
金
運
用
表
に
係
る
解
釈
、
そ
の
殆
ど
が
嚢

の
資
金
運
袈

に
基
づ
い
て
い
る
・
そ
れ
は
箋

の
資
金
運
用
表
が
政
策

的

で
あ
る
が
故

で
あ
る
が
、
そ
の
解
釈
、
果

た
し

て
よ
く
資
金
運
用
表
を
説
明

で
き

る
か
・

}」
れ
、b
の
問
題
点
を
更

に
考
究
す
る

に
あ
た
り
、
先
ず
、

;

の
疑
問
が
あ

る
。
期
4・
変
動
総
襲

と
し
て
の
ウ
ム
ザ

ッ
ツ

・
ビ

ラ
ン

ッ
を
考

え
る
過
程

に
於

い
て
響

は
残
嚢

勘
定
を
用

い
た
。

そ
の
記
入
方
法
寛

る

に
、
所
謂
・
餐

に
於

け
る
残
高
勘
定

.
損
益
勘

定

へ
の
振
替
、
以

て
複
式
簿
記

(延
い
て
は
簿
起

般
)
に
於

い
て
必
要
不
可
欠

で
あ
る
か
.
誘
導
法
等

の
名

の
下

に
暑

の
も

の
が
人
為
的

に
混
入
さ
れ

て
い
る

の
で
は
な

い
か
。

}し
れ
・り
両
勘
定

へ
の
記
入
禁

、
簿
記
法
解
明

に
於

い
て
軽

と
な
る
だ
ろ
う
事

は
想
像

に
難

く

な

い
。

し
か

し
本

当

に
本

来

の
簿

記

に
欠

く

べ
か

ら
ざ

る
も

の
だ

ろ
う
か
。
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係

る
疑
問

は
別

の
問
題

に
も
関
係
す

る
.
森

に
於

い
て
は
、
箸

に
あ

・
て
は
ト
タ
ー
レ

・
ビ

一フ
ン
ツ
に
於
け
る
資
金

運
用
表

と
い

う
観
点

が
あ

っ
た
・
従

っ
て
他

の
財
務
襲

と
の
関
連

に
視
点
が
置
か
れ

て
い
た
。
そ
れ
故
、
例
・凡
ば
染
谷
教
授

が
指
摘
し

て
い
る
様
な
、

資
金
運
用
表
を
以

て
資
金
輩

簸

の
決
纂

[
と
見
る
と

い
う
見
襲

、

こ
こ
で
は
等
閑

に
付
し

て
き
た
.
係
る
見
解
、
所

細胴
、
決
算
集

合
勘
定

に
関
し

て
襲

あ
り
と
し
た
場
合
、
鳴

に
論
ず

る
事

は
出
来
な

い
で
あ
ろ
.つ
。

繰

り
返
し
述

べ
て
い
る
様

に
・
資
金
運
襲

そ
れ
自
体

が

;

に
難

さ
れ

て
い
る
と
は
ユ
ロ
え
ぬ
現
状
を
改
め
て
直
視
す
れ
ば
、

か
か

る
財
務
表

ま
で
も
必
要
と
す
る
企
業
会
計

の
全
体
像

の
解
明
、
「
お
よ
そ
凡
人

の
態

す
る

}、
と

で
は
な
≦

と
い
,つ
士
口
田
教
授

の
全
口葉
が

　
ヨ

　

想

起

さ
れ

る
。

か
か

る
課
題
・
資
金
運
用
表
・
あ

る
い
は
資
金
を
接
点
と
し

て
ル

・
ク
ー

ル
の
理
論

と

コ
ジ

オ
ん

の
理
論

と
を
統
ム
ロ
す
る
事
が
各

財
務
襲

の
本
質
を

一
元
的

に
解
明
す

争

を
以

て
そ
の

蛎

と
な

る
か
。
後

日
を
期
さ
ね
ば
な

り
な
い
。

(
1
)

(
2

)

(
3
)

小
山

占
之
助
、
資

金
表
論

(前

掲
)
、
八
L
.・貝
。

染

谷
恭
次
郎

、
財
務
諸
表

...本
化

の
理
論

(前

掲
)
、

占

田

威

評
価
論

の
本
質

(
前
掲
)
、
九
L
ハ
頁
。

バ
六

～

LL
七

ド貝
。


